
洪

水

・

水

害

年

表

ー

古

代

か

ら

中

世

ま

で

|

【
仁
和
四
年
・
八
八
八
】

-
五
月
八
日
、
信
濃
園
地
震
あ
り
、
山
崩
れ
川
溢
れ
、
六
郡
の
人
家
流
没
す
|
(
『
信
濃
史
料
』
第
二
巻
三

O
九
頁
)

【
寛
治
六
年
・
一

O
九
二
】

-
九
月
五
日
、
信
濃
諸
牧
の
貢
馬
、
洪
水
の
た
め
に
逗
留
し
、
こ
の
日
索
進
す
|
(
『
信
濃
史
料
』
第
二
巻
五
八

O
頁
)

【
嘉
保
元
年
・
一

O
九
四
】

-
八
月
二

O
日
、
信
濃
諸
牧
の
貢
馬
、
出
水
に
よ
り
て
逗
留
し
、
こ
の
日
索
進
す
(
『
信
濃
史
料
』
第
二
巻
五
八
六
頁
)
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【
文
安
五
年
・
一
四
四
八
】

-
信
濃
飢
鐘
、
な
ら
び
に
長
雨
あ
り
|
(
『
信
濃
史
料
』
第
八
巻
二
四
七
頁
)

【
長
様
三
年
・
一
四
五
九
】

-
九
月
一

O
日
、
大
雨
大
風
吹
く

l

q熊
谷
家
伝
記
』
年
代
記
・
富
山
村
教
育
委
員
会
・
一
九
八
七
)

【
文
明
一
四
年
・
一
四
八
二
】

-
諏
訪
地
方
に
五
月
二
五
日
よ
り
大
雨
、
晦
日
、
大
水
増
し
、
大
町
・
十
日
市
場
・
安
国
寺
押
し
流
さ
れ
る
。
大
町
水
海
と
な
り
、
人
馬

出
入
り
十
日
ば
か
り
絶
え
る
|
(
『
信
濃
史
料
』
第
九
巻
二
七
七
頁
)
・
諏
訪
地
方
に
閏
七
月
二
五
日
、
大
雨
降
る
。
次
の
日
も
大
雨
、

大
風
吹
く
。
五
日
市
場
・
十
日
市
場
・
大
町
大
海
と
な
る
。
郡
内
海
原
と
な
る
|
(
『
信
濃
史
料
』
第
九
巻
二
七
九
頁
)
・
数
度
の
大
水



増
の
た
め
流
さ
れ
、
田
の
面
変
じ
て
瓦
磯
荒
野
と
な
る
(
『
信
濃
史
料
』
第
九
巻
二
八
八
頁
)

【
天
文
二
年
・
一
五
一
二
三
】

-
五
月
二
九
日
、
天
竜
川
大
洪
水

l
(『
信
濃
史
料
』
第
二
巻
三
八
頁
)
・
六
月
五
日
、
洪
水
|
(
『
信
濃
史
料
』
第
二
巻
四
二
頁
)

-
八
月
一
七
日
、
天
竜
川
に
水
が
出
る
(
『
信
濃
史
料
』
第
二
巻
六
一
頁
)
・
九
月
一
四
日
、
大
洪
水
。
五
月
の
洪
水
の
ご
と
し
|

(
『
信
濃
史
料
』
第
二
巻
六
七
頁
)
企
五
月
、
九
月
、
大
洪
水
(
『
東
春
近
村
誌
』
六
六
二
頁
・
東
春
近
村
誌
刊
行
委
員
会
・
一
九
八
二
)

【
天
文
八
年
・
一
五
三
光
】

-
一
二
月
一
四
日
・
一
五
日
、
諏
訪
地
方
に
大
雨
・
大
水
。
橋
こ
と
ご
と
く
流
れ
、
西
東
の
通
路
止
ま
る
|
(
『
信
濃
史
料
』

巻

四
六
頁
)

【
天
文
九
年
・
一
五
四

O
】

企
四
月
、
大
洪
水

l
(『
東
春
近
村
誌
』
六
六
二
頁
)
・
八
月
二
日
、
大
風
に
よ
り
諏
訪
に
被
害
大
。
大
町
家
十
ば
か
り
流
れ
る
。
人
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も
三
人
|
(
『
信
濃
史
料
』
第
二
巻
一
五
三
頁
)
。
洪
水
・
大
風
吹
く
|
(
『
熊
谷
家
伝
記
』
年
代
記
)
。
八
月
、
大
洪
水
|
(
『
東
春

近
村
誌
』
六
六
二
頁
)

【
天
文
二
二
年
・
一
五
四
四
】

企
七
月
九
日
、
大
鹿
村
で
大
洪
水
。
横
山
七
か
寺
、
御
堂
島
薬
師
流
失
|
(
『
大
鹿
村
誌
』
中
巻
七
九
二
頁
・
大
鹿
村
誌
刊
行
委
員
会
・

一
九
八
四
)

【
天
文
一
九
年
・
一
五
五

O
】

企
七
月
・
八
月
、
大
洪
水
|
(
『
東
春
近
村
誌
』
六
六
二
頁
)

【
永
禄
一
二
年
・
一
五
六
九
】



-
六
月
二
一
日
以
前
に
、
小
河
郷
(
下
伊
那
郡
喬
木
村
)
と
牛
牧
郷
(
高
森
町
)
が
水
害
に
あ
う
|
(
『
信
濃
史
料
』
第
一
三
巻
三
一
九

頁
)

【
天
正
元
年
・
一
五
七
三
】

-
八
月
、
洪
水
・
大
風
吹
く
|
(
『
熊
谷
家
伝
記
』
年
代
記
)

【
天
正
六
年
・
一
五
七
八
】

企
五
月
一
二
日
、
大
洪
水

1
(今
井
白
鳥
編
『
近
世
郷
土
年
表
』
四
頁
・
飯
田
史
談
会
・
一
九
三
二
)
|
(
『
泰
阜
村
誌
』
上
巻
三
六
一

頁
・
泰
阜
村
役
場
総
務
課
・
一
九
八
四
)

【
天
正
一
三
年
・
一
五
八
五
】

企
六
月
一
目
、
洪
水
|
(
『
泰
阜
村
誌
』
上
巻
三
六
一
頁
)

A
六
月
、
大
洪
水

l
(『
東
春
近
村
誌
』
六
六
二
頁
)

-7-

近

世

【
文
禄
三
年
・
一
五
九
四
】

-
八
月
一

O
日
、
洪
水
|
(
『
熊
谷
家
伝
記
』
年
代
記
〉

【
文
禄
四
年
・
一
五
九
五
】

A
八
月
一
日
、
洪
水

l
(『
泰
阜
村
誌
』
上
巻
三
六
一
頁
)
企
八
月
、
洪
水
|
(
今
井
白
鳥
編
『
近
世
郷
土
年
表
』

一
八
頁
)

【
慶
長
元
年
・
一
五
九
六
】



-
六
月
一
九
日
、
二
一
一
一
日
、
信
濃
等
に
大
洪
水
。
百
年
以
来
の
大
水
と
い
う
|
(
『
信
濃
史
料
』
第
一
八
巻
一
七
三
頁
)

【
慶
長
一
三
年
・
二
ハ

O
八】

企
正
月
、
大
洪
水
|
(
『
泰
阜
村
誌
』
上
巻
三
六
一
頁
)
&
本
年
大
洪
水
|
(
今
井
白
鳥
編
『
近
世
郷
土
年
表
』
二
八
頁
)

【
慶
長
一
四
年
・
二
ハ
O
九】

-
八
月
一

O
日
、
大
雨
・
大
風
、

一
一
日
に
止
む
。

一
四
日
よ
り
再
び
雨
、

一
六
日
大
水
|
(
『
信
濃
史
料
』
第
二

O
巻
四
三
九
頁
)

企
八
月
一

O
目
、
大
雨
・
大
風

l
(村
沢
武
夫
編
『
伊
那
谷
の
災
害
と
凶
作
』
九
頁
・
伊
那
郷
土
史
刊
行
会
・
一
九
六
三
)
&
八
月
一

六
日
、
大
洪
水

l
(村
沢
武
夫
編
『
伊
那
谷
の
災
害
と
凶
作
』
九
頁
)
|
(
『
泰
阜
村
誌
』
上
巻
三
六
一
頁
)
。
天
竜
川
の
大
島
見
え
ず
|

(
村
沢
武
夫
『
龍
江
村
史
』
二
四
O
頁
・
甲
陽
書
房
・
一
九
五
二
)

【
慶
長
一
七
年
・
一
六
一
二
】

企
五
月
、
天
竜
川
大
洪
水
。
田
中
城
三
田
町
流
失
、
竜
東
へ
移
る
|
(
『
宮
田
村
誌
』
上
巻
八
三
三
頁
・
宮
田
村
誌
刊
行
会
・
一
九
八
二
)

企
天
竜
川
大
洪
水
に
て
箕
輪
郷
の
田
中
城
お
よ
び
そ
の
城
下
町
で
あ
る
三
日
町
が
流
失
。
三
日
町
を
天
竜
川
東
の
現
在
の
所
に
移
し
た
|

-8-

(
唐
沢
貞
治
郎
『
上
伊
那
郡
史
』
六
八
三
頁
・
上
伊
那
教
育
会
・
一
九
二
一
)

【
慶
長
一
九
年
・
二
ハ
一
四
】

企
八
月
、
洪
水
!
(
今
井
白
鳥
編
『
近
世
郷
土
年
表
』
三

O
頁
)
|
(
『
泰
阜
村
誌
』
上
巻
三
六
一
頁
)

【
元
和
四
年
・
二
ハ
一
八
】

企
五
月
、
洪
水
|
(
『
東
春
近
村
誌
』
六
六
二
頁
)
l
(今
井
白
鳥
編
『
近
世
郷
土
年
表
』
三
三
頁
)
|
(
『
泰
阜
村
誌
』
上
巻
三
六
一

頁

【
元
和
七
年
・
二
つ
二
】



企
八
月
一
七
日
、
大
洪
水
|
(
『
泰
阜
村
誌
』
上
巻
三
六
一
頁
)

【
元
和
八
年
・
二
ハ
二
二
】

企
八
月
二
日
、
大
洪
水
|
え
え
白
鳥
編
『
近
世
郷
土
年
表
』
三
五
頁
)
|
(
『
川
路
村
誌
』
年
表
・
川
路
村
誌
刊
行
委
員
会
・
一
九

八
八
)
。
大
洪
水
に
て
近
藤
領
上
穂
村
の
田
畑
四
町
二
反
流
失
|
(
村
沢
武
夫
編
『
伊
那
谷
の
災
害
と
凶
作
』
九
八
頁
)

【
寛
永
元
年
・
二
ハ
二
四
】

企
四
月
、
天
竜
川
大
洪
水
。
田
島
村
大
水
害
を
被
る
|
(
村
沢
吟
治
郎
編
『
赤
須
・
上
穂
旧
記
録
紗
』
四
六
頁
・
上
伊
那
史
談
会
・
一

九
三
九
・
青
山
社
復
刻
・
一
九
八
一
)
&
天
竜
川
満
水
に
て
田
島
大
水
害
あ
り
、

一
部
の
人
高
遠
原
へ
上
る
|
(
唐
沢
貞
治
郎
『
上
伊

那
郡
史
』
六
八
三
頁
)
企
大
田
切
、
与
田
切
の
被
害
大
!
(
『
宮
田
村
誌
』
上
巻
八
三
三
頁
)

【
寛
永
四
年
・
一
六
二
七
】

企
八
月
、
洪
水
|
(
『
東
春
近
村
誌
』
六
六
二
頁
)
|
(
『
泰
阜
村
誌
』
上
巻
三
六
一
頁
)
企
地
震
、
洪
水
|
(
『
清
内
路
村
誌
』
下
巻

-9ー

一
八
四
頁
・
清
内
路
村
誌
刊
行
会
・
一
九
八
二
)

【
慶
安
元
年
・
一
六
四
八
】

A
洪
水
|
(
『
東
春
近
村
誌
』
六
六
二
頁
)
|
(
今
井
白
鳥
編
『
近
世
郷
土
年
表
』
三
六
頁
)
|
(
『
泰
阜
村
誌
』
上
巻
三
六
二
頁
)

【
慶
安
三
年
・
一
六
五

O
】

企
三
月
、
洪
水
・
地
震
|
(
今
井
白
鳥
編
『
近
世
郷
土
年
表
』
四
五
頁
)
|
(
村
沢
武
夫
編
『
伊
那
谷
の
災
害
と
凶
作
』
九
九
頁
)
企

洪
水
|
(
今
井
白
鳥
編
『
近
世
郷
土
年
表
』
四
四
頁
)
|
(
『
泰
阜
村
誌
』
上
巻
三
六
二
頁
)

【
承
応
元
年
・
一
六
五
二
】

企
六
月
、
大
出
水
あ
り
、
川
路
村
の
被
害
甚
大
|
(
村
沢
武
夫
編
『
伊
那
谷
の
災
害
と
凶
作
』
九
九
頁
)
企
本
年
大
洪
水
、
被
害
甚
大



ー
(
今
井
白
鳥
編
『
近
世
郷
土
年
表
』
四
六
頁
)

【
承
応
二
年
・
一
六
五
三
】

企
六
月
、
大
洪
水
。
被
害
大
|
(
『
東
春
近
村
誌
』
六
六
二
頁
)
企
洪
水

l
(『
泰
阜
村
誌
』
上
巻
三
六
二
頁
)

【
承
応
三
年
・
一
六
五
四
】

企
洪
水
、
高
遠
領
民
三

O
O
O人
去
る
|
(
『
宮
田
村
誌
』
上
巻
八
三
三
頁
)
企
大
洪
水
|
(
村
沢
武
夫
編
『
伊
那
谷
の
災
害
と
凶
作
』

九
九
頁
)

【
明
暦
三
年
・
一
六
五
七
】

企
大
洪
水

l
(今
井
白
鳥
編
『
近
世
郷
土
年
表
』
四
八
頁
)
|
(
『
東
春
近
村
誌
』
六
六
二
頁
)

企
四
月
一
九
日
か
ら
八
日
間
に
わ
た
る
大
雨
|
(
『
川
路
村
誌
』
年
表
)
|
(
『
泰
皐
村
誌
』
上
巻
三
六
二
頁
)
。
松
川
(
下
伊
那
郡
)
が
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【
万
治
三
年
・
一
ム
ハ
ム
ハ

O
】

氾
濫
|
(
『
鼎
町
史
』
上
巻
五
五
二
頁
・
鼎
町
史
刊
行
会
・
一
九
八
六
)
企
四
月
、
下
伊
那
天
竜
川
満
水
非
常
な
り
。

一
九
日
よ
り
八
日

間
水
害
多
し
|
(
唐
沢
貞
治
郎
『
上
伊
那
郡
史
』
六
八
四
頁
)
企
天
竜
川
満
水
、
下
伊
那
に
水
損
多
し
|
(
『
箕
輪
町
誌
』
歴
史
編
九

/¥ 

頁

• 諸
国
大
水

=; 

熊
谷
家
伝
舌己
L 

年
代
記

【
寛
文
元
年
・
二
ハ
六
一
】

企
六
月
、
平
岡
方
面
大
出
水
|
(
村
沢
武
夫
編
『
伊
那
谷
の
災
害
と
凶
作
』
九
九
頁
)
。
洪
水

l
(『
泰
阜
村
誌
』
上
巻
三
六
二
頁
)

【
寛
文
二
年
・
二
ハ
六
二
】

A
六
月
、
洪
水
|
(
村
沢
武
夫
編
『
伊
那
谷
の
災
害
と
凶
作
』
五

O
頁
)
!
(
『
泰
阜
村
誌
』
上
巻
三
六
二
頁
)
|
(
村
沢
武
夫
編
『
伊

那
谷
の
災
害
と
凶
作
』
九
九
頁
)



【
寛
文
一

O
年
・
二
ハ
七
O
】

企
夏
、
洪
水
|
(
村
沢
武
夫
編
『
伊
那
谷
の
災
害
と
凶
作
』
九
九
頁
)
企
大
洪
水
|
(
『
泰
阜
村
誌
』
上
巻
三
六
二
頁
)

【
寛
文
一
二
年
・
一
六
七
二
】

企
秋
、
洪
水
|
(
『
箕
輪
町
誌
』
歴
史
編
九
六
二
頁
)

【
延
宝
元
年
・
二
ハ
七
三
】

企
正
月
、
洪
水
|
(
『
泰
阜
村
誌
』
上
巻
三
六
二
頁
)
企
本
年
洪
水
|
(
今
井
白
鳥
編
『
近
世
郷
土
年
表
』
五
七
頁
)

【
延
宝
二
年
・
一
六
七
回
】

企
正
月
、
洪
水
。
七
月
洪
水
で
水
損
七
石
五
斗
七
升
六
合
|
(
『
泰
阜
村
誌
』
上
巻
三
六
二
頁
)
企
天
竜
川
満
水
、

田
の
水
損
多
い
|

(
『
箕
輪
町
誌
』
歴
史
編
九
六
二
頁
)

【
延
宝
三
年
・
一
六
七
五
】

企
正
月
、
洪
水
|
(
『
泰
阜
村
誌
』
上
巻
三
六
二
頁
)

【
延
宝
四
年
・
二
ハ
七
六
】

企
七
月
四
・
五
日
、
大
風
雨
、
各
河
川
出
水
し
山
の
朝
議
あ
り
、
大
洪
水
と
な
る
。
こ
の
災
害
に
よ
り
年
貢
樽
木
一
三
万
挺
流
失
、
家
屋

敷
・
田
畑
埋
没
お
よ
び
流
失
、
人
馬
死
傷
あ
り
|
(
『
大
鹿
村
誌
』
中
巻
七
九
二
頁
)
企
七
月
、
洪
水
(
村
沢
武
夫
編
『
伊
那
谷
の

災
害
と
凶
作
』
九
九
頁
)
(
今
井
白
鳥
編
『
近
世
郷
土
年
表
』
五
八
頁
)
|
(
『
泰
阜
村
誌
』
上
巻
三
六
二
頁
)

【
延
宝
六
年
・
一
六
七
八
】

企
八
月
、
大
洪
水

l
(『
東
春
近
村
誌
』
六
六
二
頁
)
|
(
今
井
白
鳥
編
『
近
世
郷
土
年
表
』
六

O
頁
)
l
(『
泰
阜
担
陸
上
巻
三
六
三

頁
)



ーも 噌

【
延
宝
七
年
・
二
ハ
七
九
】

企
七
月
二

O
日
の
満
水
に
よ
り
大
田
切
山
伐
採
木
押
し
流
さ
れ
、
盗
木
の
禁
止
を
百
姓
・
申
し
合
わ
せ
る
。
ー
(
『
駒
ケ
根
市
誌
』
古
代
・

中
世
編
、
別
編
年
表
コ
二
九
頁
・
駒
ケ
根
市
教
育
委
員
会
・
一
九
九

O
)
企
こ
の
年
の
洪
水
で
樽
木
流
失
一
四
万
八
四
七
九
挺
|
(
『
大

鹿
村
誌
』
中
巻
七
九
二
頁
)

【
延
宝
八
年
・
一
六
八

O
】

企
七
月
、
洪
水
|
(
村
沢
武
夫
編
『
伊
那
谷
の
災
害
と
凶
作
』
九
九
頁
)

A
天
竜
川
満
水
|
(
『
箕
輪
町
誌
』
歴
史
編
九
六
二
頁
)

企
一
二
八
石
余
の
水
損
|
(
『
駒
ケ
根
市
誌
』
別
編
年
表
三
二

O
頁
)

【
天
和
二
年
・
一
六
八
二
】

企
正
月
、
洪
水
|
(
A
え
白
鳥
編
『
近
世
郷
土
年
表
』
六
二
頁
)
|
(
村
沢
武
夫
編
『
伊
那
谷
の
災
害
と
凶
作
』
九
九
頁
)
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【
天
和
三
年
・
一
六
八
三
】

企
大
洪
水
|
(
村
沢
武
夫
編
『
伊
那
谷
の
災
害
と
凶
作
』
九
九
頁
)
企
こ
の
年
の
洪
水
で
樽
木
二
三
万
三
一
九
二
挺
流
失
|
(
『
大
鹿

村
誌
』
中
巻
七
九
二
頁
)

【
貞
享
元
年
・
一
六
八
四
】

企
青
木
川
の
洪
水
で
、
山
崩
れ
地
欠
け
が
あ
り
、
土
砂
を
押
し
流
し
て
耕
地
埋
没
。
大
鹿
村
の
青
木
薬
師
堂
は
若
宮
社
・
薬
師
堂
と
も
に

災
害
を
受
け
、
破
壊
|
(
『
大
鹿
村
誌
』
中
巻
七
九
二
頁
)

門
貞
事
四
年
・
一
六
八
七
】

企
七
月
、
洪
水
|
(
『
南
箕
輪
村
誌
』
下
巻
四
四
八
頁
)

【
元
禄
二
年
・
一
六
八
九
】



企
五
月
、
洪
水
|
(
今
井
白
鳥
編
『
近
世
郷
土
年
表
』
六
七
頁
)
|
(
『
泰
阜
村
誌
』
上
巻
三
六
三
頁
〉
企
洪
水
で
樽
木
の
流
失
四
万

二
八
八

O
挺
|
(
『
大
鹿
村
誌
』
中
巻
七
九
二
頁
)

【
元
様
三
年
・
二
ハ
九

O
】

-
八
月
一
五
日
、
洪
水

l
(『
熊
谷
家
伝
記
』
年
代
記
)

【
元
禄
四
年
・
一
六
九
一
】

企
五
月
、
霧
雨
(
今
井
白
鳥
編
『
近
世
郷
土
年
表
』
六
九
頁
)
|
(
村
沢
武
夫
編
『
伊
那
谷
の
災
害
と
凶
作
』
九
九
頁
)

A
六
月
、

洪
水

l
(『
南
箕
輪
村
誌
』
下
巻
四
四
八
頁
)
企
八
月
六
日
、
洪
水

1

2
え
白
鳥
編
『
近
世
郷
土
年
表
』
六
九
頁
)
|
(
『
南
箕
輪
村

誌
』
下
巻
四
四
八
頁
)
。
洪
水
、
永
流
回
九
畝
九
歩
、
畑
一
反
六
畝
九
歩
、
分
米
一
石
四
斗
七
升
五
合
|
(
『
泰
阜
村
誌
』
上
巻
三
六
三

が
一
町
一
反
九
畝
一
六
歩
と
あ
る
|
(
『
鼎
町
史
』
上
巻
五
五
四
頁
)
。
大
洪
水
に
て
堰
切
れ
込
む
|
(
『
川
路
村
誌
』
年
表
)
・
未
満
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頁
)
企
八
月
、
洪
水
|
(
村
沢
武
夫
編
『
伊
那
谷
の
災
害
と
凶
作
』
九
九
頁
)
。
「
山
村
永
流
御
引
高
写
帳
」
に
は
流
失
し
た
本
田
新
田

水
|
(
『
長
野
県
史
』
近
世
史
料
編
第
四
巻
(
三
)
二

O
一
七
号
文
書
)
企
大
鹿
村
で
も
洪
水
被
害
|
(
『
大
鹿
村
誌
』
中
巻
二
七
九
頁
)

【
元
禄
七
年
・
一
六
九
四
】

企
八
月
、
大
洪
水
|
(
今
井
白
鳥
編
『
近
世
郷
土
年
表
』
七
一
頁
)
|
(
『
東
春
近
村
誌
』
六
六
二
頁
)
企
洪
水

l
(『
南
箕
輪
村
誌
』

下
巻
四
四
八
頁
)

【
元
禄
八
年
・
一
六
九
五
】

企
洪
水
|
(
『
南
箕
輪
村
誌
』
下
巻
四
四
八
頁
)

【
元
禄
九
年
・
二
ハ
九
六
】

企
洪
水
|
(
今
井
白
鳥
編
『
近
世
郷
土
年
表
』
七
二
頁
)
(
村
沢
武
夫
編
『
伊
那
谷
の
災
害
と
凶
作
』
九
九
頁
)



【
元
禄
一

O
年
・
一
六
九
七
】

企
五
月
、
洪
水
|
(
『
泰
阜
村
誌
』
上
巻
三
六
三
頁
)
企
九
月
、
洪
水
|
(
『
南
箕
輪
村
誌
』
下
巻
四
四
八
頁
)

【
元
禄
二
年
・
一
六
九
八
】

企
五
月
一
八
・
一
九
日
、
洪
水
、
尺
余
満
水
。
北
殿
村
耕
地
の
中
へ
川
筋
入
る
|
(
『
南
箕
輪
村
誌
』
下
巻
四
四
八
頁
)
&
五
月
、
満
水

ー
(
『
伊
那
市
史
』
上
巻
二
三
五
頁
・
伊
那
市
史
刊
行
会
・
一
九
八
四
)
企
五
月
中
旬
、
満
水
。
団
地
多
く
流
失

l
(『
箕
輪
町
誌
』

歴
史
編
九
六
三
頁
)
企
五
月
、
天
竜
川
大
洪
水
に
て
下
平
村
へ
切
れ
込
み
未
曾
有
の
大
惨
事
を
起
こ
し
た
。
殊
に
南
下
平
は
過
半
水
を
蒙

り
田
畑
屋
敷
の
流
失
移
し
く
約
高
五

O
O石
の
地
が
川
欠
と
な
る
。
天
竜
川
沿
い
の
家
屋
敷
を
西
方
へ
移
し
た
|
(
村
沢
吟
治
郎
編

『
赤
須
・
上
穂
旧
記
録
紗
』

一
O
O頁
)
。
飯
田
の
大
久
保
の
橋
落
つ
|
(
今
井
白
鳥
編
『
近
世
郷
土
年
表
』
七
三
頁
)
|
(
村
沢
武
夫

三
六
頁
)
企
八
月
九
日
、
天
竜
川
再
び
満
水
。
六
月
の
洪
水
と
合
せ
て
下
平
村
新
田
五
六
石
余
流
失
|
(
『
駒
ケ
根
市
誌
』
別
編
年
表
三
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編
『
伊
那
谷
の
災
害
と
凶
作
』
九
九
頁
)
企
六
月
五
日
、
天
竜
川
洪
水
。
下
平
村
新
田
に
被
害
出
る
|
(
『
駒
ケ
根
市
誌
』
別
編
年
表
三

三
六
頁
)
企
こ
の
年
の
洪
水
で
、
天
竜
川
の
本
流
が
北
殿
村
の
水
団
地
帯
中
央
に
切
り
込
む

1
(『
南
箕
輪
村
誌
』
下
巻
四
四
七
頁
)

【
元
禄
一
二
年
・
二
ハ
九
九
】

企
八
月
、
大
風
雨
に
て
天
竜
川
大
洪
水
。
昨
年
五
月
の
大
洪
水
に
次
ぐ
洪
水
に
て
、
下
平
村
に
大
水
害
|
(
村
沢
吟
治
郎
編
『
赤
須
・

上
穂
旧
記
録
妙
』

一
O
二
頁
)
|
(
村
沢
武
夫
編
『
伊
那
谷
の
災
害
と
凶
作
』
九
九
頁
)
|
(
今
井
白
鳥
編
『
近
世
郷
土
年
表
』
主
三
息

ー
(
『
泰
阜
村
誌
』
上
巻
三
六
三
頁
)
企
天
竜
川
洪
水

l
(『
南
箕
輪
村
誌
』
下
巻
四
四
八
頁
)
。
洪
水
で
樽
木
の
流
失
七
万
二
九
九
一

挺
|
(
『
大
鹿
村
誌
』
中
巻
七
九
二
頁
)

【
元
禄
一
三
年
・
一
七
O
O】

A
九
月
、
洪
水
|
(
『
南
箕
輪
村
誌
』
下
巻
四
四
八
頁
)



【
元
様
一
四
年
・
一
七
O
一】

企
八
月
、
洪
水
|
(
『
泰
皐
村
誌
』
上
巻
三
六
三
頁
)
(
今
井
白
鳥
編
『
近
世
郷
土
年
表
』
七
五
頁
)
|
(
村
沢
武
夫
編
『
伊
那
谷
の

災
害
と
凶
作
』

一O
O頁
)

【
元
様
一
五
年
・
一
七

O
二】

企
八
月
、
洪
水
|
(
今
井
白
鳥
編
『
近
世
郷
土
年
表
』
七
六
頁
)
|
(
『
泰
阜
村
誌
』
上
巻
三
六
三
頁
)
|
(
村
沢
武
夫
編
『
伊
那
谷
の

災
害
と
凶
作
』

一O
O頁
)

【
元
禄
二
ハ
年
・
一
七

O
三】

企
六
月
一
一
一
日
よ
り
高
速
で
強
い
雷
雨
。

二
か
村
に
置
が
降
り
、
一
一
一
一
日
強
雨
で
、
都
合
一
六
か
村
、

田
畑
高
千
十
石
余
損
毛
|

(
『
高
遠
町
誌
』
上
巻
歴
史
二

l

五
四
一
頁
二
高
遠
町
誌
刊
行
会
・
一
九
八
三
)
企
翌
二
二
日
に
も
豪
雨
。
高
遠
領
一
六
か
村
、
高
五
、

p
h
u
 

O
一
O
石
余
の
と
こ
ろ
被
害
大
、
中
沢
郷
二
か
村
被
災
の
由

i
(『
駒
ケ
根
市
誌
』
別
編
年
表
三
三
九
頁
)

【
宝
永
元
年
・
一
七
O
四】

企
七
月
一
日
、
洪
水
・
凶
作
|
(
『
泰
阜
村
誌
』
上
巻
三
六
三
頁
)
企
七
月
、
洪
水
|
(
今
井
白
鳥
編
『
近
世
郷
土
年
表
』
七
七
頁
)
|

(
村
沢
武
夫
編
『
伊
那
谷
の
災
害
と
凶
作
』

一
O
O頁
)
企
洪
水
(
『
南
箕
輪
村
誌
』
下
巻
四
四
八
頁
)

【
宝
永
二
年
・
一
七
O
五】

企
六
月
二
七
日
、
洪
水
。
永
流
田
九
畝
六
歩
、
畑
四
畝
四
歩
、
分
米
二
斗
三
升
五
合
。
七
月
二
二
日
、
洪
水
|
(
『
泰
阜
村
誌
』
上
巻
三

六
三
頁
)
企
六
月
二
七
・
二
八
日
、
洪
水
。
七
月
一
三
日
、
再
洪
水
田
畑
流
失
多
し
。
七
月
二
四
日
、
幕
府
の
役
人
水
害
視
察
|
(
今

井
白
鳥
編
『
近
世
郷
土
年
表
』
七
九
頁
)

A
六
月
二
八
日
、
元
禄
一
五
年
に
で
き
た
元
橋
が
豪
雨
に
よ
り
流
失
。
備
中
原
に
山
崩
れ
が
数

カ
所
あ
り
。
大
洪
水
の
た
め
浄
久
寺
境
内
が
過
半
流
失
|
(
『
阿
智
村
誌
』
年
表
一
二
頁
・
阿
智
付
誌
刊
行
委
員
会
・
一
九
八
四
)
企
六
・



七
月
、
洪
水
。
三
峰
川
沿
い
お
よ
び
三
峰
川
合
流
地
以
南
の
被
害
が
大
き
い

l
(『
伊
那
市
史
』
歴
史
編
一
一
一
八
頁
・
伊
那
市
史
刊
行

A
E

・
-
九
八
四
〉
企
六
月
、
満
水
|
(
『
箕
輪
町
誌
』
歴
史
編
九
六
三
頁
)
企
六
月
・
七
月
、
大
出
水
に
て
田
畑
流
失
|
(
村
沢
武
夫

編
『
伊
那
谷
の
災
害
と
凶
作
』

一
O
O頁
)
l
(『
南
箕
輪
村
誌
』
下
巻
四
四
八
頁
)

【
宝
永
四
年
・
一
七
O
七】

&
六
月
、
洪
水

l
(『
南
箕
輪
村
誌
』
下
巻
四
四
八
頁
)
(
今
井
白
鳥
編
『
近
世
郷
土
年
表
』
八
二
頁
)
|
(
『
泰
阜
村
誌
』
上
巻
三

六
四
頁
)
|
〈
村
沢
武
夫
編
『
伊
那
谷
の
災
害
と
凶
作
』

一O
O頁
)

【
宝
永
五
年
・
一
七
O
八】

企
九
月
、
洪
水

l
(『
南
箕
輪
村
誌
』
下
巻
四
四
八
頁
)
|
(
今
井
白
鳥
編
『
近
世
郷
土
年
表
』
八
三
頁
)
l
(『
泰
阜
村
誌
』
上
巻
三

六
四
頁
)
l
(村
沢
武
夫
編
『
伊
那
谷
の
災
害
と
凶
作
』

一O
O頁
)
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【
正
徳
元
年
・
一
七
一
一
】

企
八
月
一
九
日
、
諏
訪
湖
満
水
|
(
『
諏
訪
湖
氾
濫
三
百
年
史
』
三
九
頁
)
企
九
月
、
洪
水
|
(
今
井
白
鳥
編
『
近
世
郷
土
年
表
』
八

四
頁
)
i
(『
泰
阜
村
誌
』
上
巻
三
六
四
頁
)

【
正
徳
二
年
・
一
七
一
二
】

企
八
月
一
九
日
、
諏
訪
湖
満
水
|
(
堀
江
三
五
郎
『
諏
訪
湖
氾
濫
三
百
年
史
』

一
八
・
三
九
頁
)

【
正
徳
四
年
・
一
七
一
四
】

企
八
月
八
日
、
松
川
満
水

l
(村
沢
武
夫
編
『
伊
那
谷
の
災
害
と
凶
作
』

一
O
O頁
)
企
八
月
、
洪
水
|
(
『
泰
阜
村
誌
』
上
巻
三
六

四
頁
)

【
正
徳
五
年
・
一
七
一
五
】



-
六
月
一
七
日
よ
り
一
八
日
ま
で
大
満
水
|
(
『
長
野
県
史
』
近
世
史
料
編
第
四
巻
(
一
)

一
O
四
三
・
(
三
)
一
八
九
一
・
一
八
九
二
・

二
O
一
七
号
・
二
一
二

0
・
二
三
二
・
一
二
二
二
文
書
)
&
六
月
一
七
日
よ
り
一
八
日
ま
で
高
遠
風
雨
、
川
々
満
水
。
橋
三
六
か
所
、

民
家
二
三
件
流
失

l
(『
高
遠
町
誌
』
上
巻
歴
史
二

l
五
四
一
頁
)
企
六
月
一
七
日
か
ら
二
四
日
に
か
け
て
大
降
雨
。
小
渋
川
は
用
材

二
O
O三
本
を
流
失
、
大
河
原
・
鹿
塩
両
山
木
場
に
あ
っ
た
材
木
は
、
山
崩
れ
、
出
水
で
埋
没
ま
た
は
流
散

l
(『
大
鹿
村
誌
』
中
巻
七

九
三
頁
)
。
六
月
一
七
日
、
豪
雨
、
伊
那
郡
に
被
害
が
広
が
っ
た
。
い
わ
ゆ
る
「
未
の
満
水
」
。
但
し
被
害
は
天
竜
川
よ
り
中
小
河
川
に
甚

だ
し
く
、
南
下
平
村
・
上
赤
須
村
な
ど
の
被
害
が
顕
著
|
(
『
駒
ケ
根
市
誌
』
別
編
年
表
三
四
五
頁
)
。
毛
賀
村
庄
屋
木
下
勘
左
衛
門
手

記
「
正
徳
五
年
未
の
六
月
十
五
日
よ
り
雨
少
々
づ
っ
降
り
、
十
九
日
の
八
ツ
時
に
大
雨
に
な
り
、
風
雨
出
で
半
時
ば
か
り
強
く
降
り
候
処

こ
と
の
外
岩
崩
、
無
数
有
之
、
大
水
出
に
て
世
間
死
人
多
し
。
野
底
川
押
出
し
、
野
底
に
で
も
家
流
れ
、
人
馬
共
に
死
す
。
天
王
原
よ
り

刊
行
会
・
一
九
八
六
)
。
北
方
村
旧
記
「
正
徳
五
乙
未
年
六
月
十
七
日
よ
り
二
十
四
日
大
雨
降
り
続
き
大
洪
水
、
是
を
松
川
未
満
水
と
言

巧-

登
山
の
根
を
限
り
渡
場
流
れ
候
。
大
石
共
柿
木
島
に
押
し
か
け
、
此
時
柿
木
島
に
出
来
候
。
」
|
(
『
鼎
町
史
』
上
巻
五
五
二
頁
・
鼎
町
史

ぅ
。
此
時
円
悟
沢
山
抜
け
、
伊
賀
良
井
口
大
石
を
押
し
出
す
。
須
志
角
家
屋
十
八
軒
押
し
流
さ
れ
る
。
」

l
(『
鼎
町
崖
上
巻
五
五
三
一
息

企
六
月
一
八
日
、
大
満
水
。
土
曽
川
通
り
八
段
、
天
竜
新
田
二
町
歩
流
失
、
別
府
村
は
田
九
町
四
反
六
畝
、
畑
三
町
一
反
一
畝
二

O
歩
流

失
、
野
底
川
コ
ヲ
井
切
れ
る
。
飯
田
領
二
万
石
の
う
ち
八

0
0
0石
余
流
失
|
(
『
上
郷
史
便
覧
』
七
頁
)
企
飯
田
領
内
の
被
害
状
況

「
山
村
未
ノ
永
流
帳
」
田
畑
高
七
八
一
五
石
|
永
流
当
流
押
共
、
流
家
・
水
押
・
半
潰
家
屋
|
二
八
現
内
五
六
軒
流
家
、
落
橋
|

九
ケ
所
、
井
関
押
切
|
四
八
ケ
所
、
道
崩

l

五
二
町
、
材
木
流
失
|
一
五

O
本
|
(
『
鼎
町
史
』
上
巻
五
五
五
頁
)
。
「
山
村
永
流
御

引
高
写
帳
」
に
は
流
失
し
た
本
田
新
田
は
七
町
八
反
八
畝
二
四
歩
と
あ
る
|
(
『
鼎
町
史
』
上
巻
五
五
五
頁
)
。
満
水
に
よ
る
昼
神
村
の

年
貢
引
き
、
川
欠
二
石
七
斗
、
砂
入
一
斗
八
升

l
(『
阿
智
村
誌
』
年
表
一
三
頁
)
。
南
山
三
六
か
村
の
う
ち
北
部
の
一
二
か
村
で
は
本

回
の
山
崩
れ
砂
入
三
九
反
歩
、
水
押
し
流
さ
れ
一
六
町
九
畝
に
及
ん
だ
|
(
『
泰
阜
村
誌
』
上
巻
三
五
九
頁
・
泰
阜
村
役
場
総
務
課
・
一



九
八
四
)
企
六
月
一
七
日
か
ら
二
四
日
、
大
洪
水
、
未
満
水
。
金
野
村
他
一
二
か
村
で
被
害
、
田
流
失
一
六
町
五
畝
、
山
崩
れ
入
三
町
八

反
|
(
『
泰
阜
村
誌
』
上
巻
三
六
四
頁
)
企
六
月
、
大
災
害
。
未
満
水
ま
で
の
天
竜
川
の
流
路
は
、
高
森
町
河
岸
段
丘
下
の
下
平
・
吉
田
・

下
市
田
・
武
陵
地
・
中
河
原
を
通
っ
て
い
た
。

つ
ま
り
、
見
晴
段
層
東
側
の
河
岸
段
丘
西
側
を
主
な
流
路
と
し
、
現
在
の
豊
丘
村
方
面
に
、

氾
濫
原
が
広
が
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
未
満
水
時
に
、
中
央
ア
ル
プ
ス
の
崩
落
に
よ
る
土
石
流
が
西
側
か
ら
押
し
出
し
、
高
森
町
に
大

量
の
土
砂
(
出
砂
原
)
を
堆
積
さ
せ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
出
砂
原
地
籍
の
出
現
に
よ
り
、
天
竜
川
が
東
方
へ
押
さ
れ
、
現
在
の
よ
う
に
氾

濫
原
の
中
央
を
ゆ
っ
た
り
と
流
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
(
中
略
)
未
満
水
の
土
石
流
で
出
現
し
た
出
砂
原
に
よ
り
、
天
竜
川
は
堰
止
め
ら

れ
、
山
吹
・
河
野
一
帯
は
満
水
(
湖
)
と
な
っ
た
。
や
が
て
土
石
が
切
れ
、
豊
丘
村
林
伴
野
方
面
へ
流
れ
こ
ん
だ
(
山
吹
藩
片
桐
家
老
日

記
)
と
い
わ
れ
て
い
る
。
逆
に
西
側
は
出
砂
原
の
形
成
に
よ
り
、
高
森
町
下
市
田
河
原
・
座
光
寺
・
飯
沼
河
原
は
干
あ
が
り
、
開
田
可
能

地
域
と
な
っ
た
。
|
(
『
歴
史
の
道
調
査
報
告
書

天
竜
川
』
七
五
頁
・
長
野
県
教
育
委
員
会
・
一
九
九

O
)
企
六
月
一
八
日
、
伊
那
郡
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中
未
曾
有
の
大
洪
水
あ
り
。
田
畑
、
野
底
川
大
石
を
流
し
出
す
。
島
田
辺
は
流
失
家
屋
六
十
四
、
死
人
三
十
三
人
、
馬
六
匹
、
田
畑
流
失

七
千
八
百
石
余
、
米
高
百
三
十
俵
三
斗
二
升
三
合
。
困
窮
者
へ
救
助
米
と
し
て
一
人
に
付
米
一
合
宛
分
与
。
飯
田
も
大
洪
水
あ
り
て
風
越

山
諸
山
一
時
に
崩
し
飯
田
を
襲
は
ん
と
す
、
人
民
立
退
市
中
火
災
あ
り
、
五
十
六
軒
流
失
其
他
田
畑
七
千
八
百
石
の
地
永
流
等
あ
り
、
百

八
十
年
以
来
の
大
洪
水
な
り
と
伝
へ
た
り
。
暴
風
雨
山
崩
の
た
め
野
尻
村
の
須
佐
男
社
流
潰
す
|
(
唐
沢
貞
治
郎
『
上
伊
那
郡
史
』
六

八
五
頁
)
企
八
月
一
日
、
大
風
雨

l
(今
井
白
鳥
編
『
近
世
郷
土
年
表
』
八
七
頁
〉

ー
(
参
考
)
『
松
尾
村
誌
』

一
七
七
頁
(
松
尾
村
誌
刊
行
委
員
会
・
一
九
八
二
)
、
『
下
久
堅
村
誌
』
四
七
二
頁
(
下
久
堅
村
誌
切
行
会
・

一
九
七
三
)
、
『
片
桐
村
誌
』
三
七
五
頁
(
中
川
西
公
民
館
・
一
九
六
六
)
、
『
上
片
桐
村
誌
』
四
一
二
頁
(
上
片
桐
村
誌
編
纂
委
員
会
・
一

九
六
五
)
、
村
沢
吟
治
郎
編
『
赤
須
・
上
穂
旧
記
録
紗
』

二
五
頁
(
青
山
社
・
一
九
八
一
)
、
『
宮
田
村
誌
』
上
巻
八
三
四
頁
(
宮
田
村

誌
刊
行
会
・
一
九
八
二
)
、
『
喬
木
村
誌
』
五
三
六
頁
(
喬
木
村
誌
刊
日
行
会
・
一
九
七
一
)
、
今
井
白
鳥
編
『
近
世
郷
土
年
表
』
八
七
頁
、



村
沢
武
夫
編
『
伊
那
谷
の
災
害
と
凶
作
』

一
四
頁
、
『
川
路
村
誌
』

一
八
九
頁
(
川
路
村
誌
咽
行
委
員
会
・
一
九
八
八
)

ー
(
史
料
)
「
山
吹
藩
史
料
」
(
『
新
編
伊
那
史
料
叢
書
(
三
)
』
四
三
九
頁
・
歴
史
図
書
社
・
一
九
七
五
)

【
事
保
元
年
・
一
七
二
ハ
】

企
二
月
二
九
日
、
昨
年
来
の
強
雨
に
て
松
川
上
下
橋
落
つ
。
八
月
、
洪
水
|
(
今
井
白
鳥
編
『
近
世
郷
土
年
表
』
八
八
頁
)

ー
(
村
沢
武
夫
編
『
伊
那
谷
の
災
害
と
凶
作
』
二
三
・
一

O
O頁
)
企
一
一
一
月
一
日
、
洪
水
。
四
月
八
日
か
ら
一
五
日
、
大
洪
水
。
永
流

田
畑
一
町
六
畝
七
歩
、
分
米
九
石
九
升
八
合
。
八
月
一
日
、
大
風
雨
。
八
月
、
洪
水
|
(
『
泰
阜
村
誌
』
上
巻
三
六
四
頁
)
&
八
月
、
松

川
氾
濫
|
(
『
鼎
町
史
』
上
巻
五
五
三
頁
)
。
前
代
未
聞
の
大
洪
水
で
田
畑
六
・
七
分
ど
お
り
荒
れ
所
|
(
『
大
鹿
村
誌
』
中
巻
七
九
三

頁企
地
震
・
洪
水
|
(
『
清
内
路
村
誌
』
下
巻
一
八
四
頁
)
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【
享
保
二
年
・
一
七
一
七
】

【
享
保
三
年
・
一
七
一
八
】

企
七
月
よ
り
八
月
中
ま
で
、
諏
訪
湖
折
々
大
満
水

l
(『
諏
訪
湖
氾
濫
三
百
年
史
』
三
九
頁
)
企
七
月
二
六
日
、
高
速
に
地
震
。
域
内
に

被
害
出
る
|
(
『
駒
ケ
根
市
誌
』
別
編
年
表
三
四
七
頁
)
。
「
山
村
永
流
御
引
高
写
帳
」
に
は
流
失
し
た
本
田
新
田
が
八
反
三
畝
一
六
歩
と

あ
る
|
(
『
鼎
町
史
』
上
巻
五
五
四
頁
)

【
享
保
四
年
・
一
七
一
九
】

企
七
・
八
月
、
諏
訪
湖
折
々
満
水
|
(
『
諏
訪
湖
氾
濫
一
一
一
百
年
史
』

一
九
頁
)

A
八
月
一
四
日
か
ら
翌
一
五
日
ま
で
豪
雨
。
高
速
領
内
損

毛
二
、
三
八

O
石
余
、
川
除
流
失
被
害
等
あ
り
、
そ
の
旨
幕
府
へ
報
告
|
(
『
駒
ケ
根
市
誌
』
別
編
年
表
三
四
八
頁
)
。
天
竜
川
氾
濫
、

田
畑
二
、
二
八

O
石
流
れ
る
|
(
『
宮
田
村
誌
』
上
巻
八
三
三
頁
)
企
八
月
一
五
日
、
大
洪
水
。
被
害
頗
る
多
し
、
世
人
亥
年
の
洪
水
と



い
う
|
(
今
井
白
鳥
編
『
近
世
郷
土
年
表
』
九
四
頁
)
|
(
村
沢
武
夫
編
『
伊
那
谷
の
災
害
と
凶
作
』

一
O
O頁
)
|
(
『
川
路
村
誌
』

一
九
O
頁
)
。
永
流
田
一
反
五
畝
二
八
歩
、
畑
八
反
一

O
歩
|
(
『
泰
阜
村
誌
』
上
巻
三
六
四
頁
)

A
八
月
、
大
洪
水
。
亥
の
洪
水
と
い

う

l
(『
東
春
近
村
誌
』
六
六
二
頁
)

【
享
保
五
年
・
一
七
二

O
】

企
五
月
、
松
川
大
洪
水
|
(
『
鼎
町
史
』
上
巻
五
五
三
頁
)
|
(
『
泰
阜
村
誌
』
上
巻
三
六
四
頁
)
&
五
月
、
天
竜
川
洪
水
。
八
月
、
再

洪
水
|
(
村
沢
吟
治
郎
編
『
赤
須
・
上
穂
旧
記
録
妙
』

一
一
二
頁
)
企
七
月
一
五
日
よ
り
大
雨
降
り
一
七
日
、
諏
訪
湖
大
満
水
。
角
間

川
百
年
も
な
き
大
水
|
(
『
諏
訪
湖
氾
濫
三
百
年
史
』
三
九
頁
)
企
天
竜
川
洪
水
。
八
月
、
満
水
|
(
『
南
箕
輪
村
誌
』
下
巻
四
四
八
頁
)

企
八
月
七
日
、
洪
水

l
(『
泰
阜
村
誌
』
上
巻
三
六
四
頁
)
。
大
水
、
松
川
上
橋
破
損
す
|
(
今
井
白
鳥
編
『
近
世
郷
土
年
士
歪
九
六
一
息

'" 洪
水

田

=;) 

清
内
路
村
き宇

臣

下
巻

八
四
頁
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【
享
保
六
年
・
一
七
二
一
】

企
七
月
一
五
日
よ
り
大
雨
降
り
、

一
七
日
、
諏
訪
湖
大
満
水
|
(
『
諏
訪
湖
氾
濫
三
百
年
史
』

一
九
・
三
六
頁
〉
企
七
月
一
六
日
、
翌

七
日
に
か
け
て
大
雨
、
満
水
。
高
速
領
内
田
畑
三
、
三
五

O
石
余
損
毛
の
旨
幕
府
へ
届
け
出
る
|
(
『
駒
ケ
根
市
誌
』
別
編
年
表
三
五

O

頁
)
企
閏
七
月
二

O
目
、
松
川
出
水
。
秋
大
暴
風
雨
、
流
失
田
畑
多
し
|
(
村
沢
武
夫
編
『
伊
那
谷
の
災
害
と
凶
作
』

一O
O頁
)
。
河

内
川
の
大
洪
水
に
よ
り
家
屋
田
畑
の
大
半
が
流
失
す
る
。
洪
水
の
た
め
元
橋
流
質
|
(
『
阿
智
村
誌
』
年
表
一
四
頁
)
。
波
合
村
四
七
軒

の
う
ち
二
九
軒
が
流
失
|
(
『
波
合
村
誌
』
五
二
八
頁
・
浪
合
村
誌
刊
行
会
・
一
九
八
四
)
企
八
月
、
諏
訪
湖
大
満
水
|
(
『
諏
訪
湖
氾

濫
三
百
年
史
』
三
九
頁
)
企
洪
水
、
田
畑
村
井
堰
抗
樋
流
出
|
(
『
南
箕
輪
村
誌
』
下
巻
四
四
八
頁
)

(
参
考
)
『
宮
田
村
誌
』
上
巻
八
三
三
頁
、
『
川
路
村
誌
』

一
九

O
頁

【
享
保
八
年
・
一
七
二
三
回



企

八

尺
諏
訪

韓
7.1< 

諏
訪
湖
氾
濫

百

室
一
九
・
三
九
頁
)
。
洪
水

i

q南
箕
輪
村
誌
』
下
巻
四
四
八
頁
〉
|
(
今
井

白
鳥
編
『
近
世
郷
土
年
表
』

一
O
O頁
)
l
(『
泰
阜
村
誌
』
上
巻
三
六
五
頁
)

【
事
保
九
年
・
一
七
二
四
】

企
八
月
六
日
、
大
風
雨
。
被
害
多
し

l
(『
赤
須
・
上
穂
旧
記
録
妙
』

(
『
泰
阜
村
誌
』
上
巻
三
六
五
頁
)

【
享
保
一

O
年
・
一
七
二
五
】

企

諏
訪
湖
大
満
水
大
荒
れ

諏
訪
湖
氾
濫

百
年

喜

一
九
頁
)
企
五
月
の
満
水
で
、
北
殿
村
川
欠
!
(
『
南
箕
輪
村
誌
』
下
巻
四

四
七
頁
・
南
箕
輪
村
誌
刊
行
委
員
会
・
一
九
八
五
)

企
五
月
一
八
日
よ
り
、
諏
訪
湖
大
満
水
|
(
『
諏
訪
湖
氾
濫
三
百
年
史
』
三
九
頁
)
企
表
木
村
の
枝
村
鍛
治
ケ
島
、
高
千
四
百
四
十
二
升
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【
享
保
二
年
・
一
七
二
六
】

四
合
が
全
部
流
失
|
(
『
長
野
県
上
伊
那
誌
』
第
二
巻
歴
史
一

O
九
七
頁
・
上
伊
那
誌
刊
行
会
)
。
「
鍛
治
ケ
島
新
田
家
居
迄
不
残
流
れ
尽

し
立
所
も
無
之
体
、
本
村
へ
上
り
所
々
之
野
つ
れ
、
又
は
諏
訪
形
原
之
街
道
筋
へ
小
屋
が
け
致
、
団
地
無
之
も
の
共
少
々
の
売
屋
等
致
一

日
を
送
り
候
仕
合
候
而
、
本
村
共
ニ
困
窮
に
及
果
候
」
(
殿
島
村
・
大
西
家
文
書
)
享
保
十
一
年
の
大
洪
水
は
天
竜
川
上
流
か
ら
の
増
水

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
三
峰
川
、
大
沢
川
の
集
中
豪
雨
に
よ
っ
て
の
増
水
は
狭
い
伊
那
峡
に
つ
ま
っ
て
大
満
水
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
逆
流
満
水
に
よ
っ
て
鍛
冶
ケ
島
の
高
一
、
四
四
二
石
の
田
と
一
四
戸
の
民
家
全
部
が
流
失
し
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
此
の
一
四
戸
が

親
村
を
た
よ
っ
て
表
木
村
へ
移
住
し
た
が
、
本
村
も
共
々
困
窮
し
た
の
で
、
伊
那
街
道
へ
小
屋
が
け
を
し
て
、
茶
屈
な
ど
の
そ
の
日
暮
し

を
し
て
い
た
。
ま
た
そ
の
う
ち
の
何
戸
か
は
三
峰
川
筋
の
青
島
村
へ
移
住
し
た
と
い
う
。
(
『
伊
那
市
史
』
歴
史
編
一
一
四
五
頁
・
伊

那
市
史
瑚
'
汀
会
・
一
九
八
四
)
。
大
洪
水
、
家
屋
七
戸
流
失
、
蛇
抜
け
一
五
谷
|
(
『
清
内
路
村
誌
』
下
巻
一
八
四
頁
)



(
参
考
)
『
宮
田
村
誌
』
上
巻
八
三
三
頁

【
享
保
一
二
年
・
一
七
二
七
】

企
五
月
一
八
日
よ
り
諏
訪
湖
大
満
水
。
五
月
よ
り
七
月
迄
雨
降
り
、
八
月
二
日
よ
り
一

O
月
ま
で
雨
降
り
(
『
諏
訪
湖
氾
濫
三
百
年
史
』

一
九
・
三
九
頁
)
企
大
水
害
。
家
屋
流
失
、
上
清
内
路
三
戸
|
(
『
清
内
路
村
誌
』
下
巻
一
八
四
頁
)

【
古
子
保
一
三
年
・
一
七
二
八
】

企
八
月
二
二
日
、
四
日
よ
り
の
雨
に
て
松
川
橋
、
野
底
橋
流
失
。
谷
川
団
地
流
れ
る
|
(
今
井
白
鳥
編
『
近
世
郷
土
年
表
』

一O
四
頁
)

ー
(
村
沢
武
夫
編
『
伊
那
谷
の
災
害
と
凶
作
』
二
四
・
一

O
O頁
)
企
八
月
一
一
一
一
日
、
豪
雨
が
あ
り
河
内
村
か
ら
山
本
村
へ
復
旧
の
た
め

人
足
四
五
人
、
合
原
・
大
島
・
思
沢
・
鴨
自
の
村
々
へ
普
請
人
足
四
二
人
出
す
!
(
『
阿
智
村
誌
』
年
表
一
五
頁
)
企
八
・
九
月
、
洪
水
。

川
欠
多
し
|
(
『
南
箕
輪
村
誌
』
下
巻
四
四
八
頁
)

A
大
洪
水
。
家
屋
流
失
、
上
清
内
路
八
戸
、
下
清
内
路
六
戸
|
(
『
清
内
路
村
誌
』
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下
巻
一
八
四
頁
)

【
享
保
一
四
年
・
一
七
二
九
】

企
八
月
一
三
日
、
四
日
よ
り
の
雨
で
洪
水
。
九
月
、
洪
水
・
凶
作
|
(
『
泰
阜
村
誌
』
上
巻
三
六
五
頁
)
企
九
月
朔
日
、
諏
訪
湖
大
満
水

ー
(
『
諏
訪
湖
氾
濫
三
百
年
史
』
四
O
頁
)

【
享
保
一
五
年
・
一
七
二
九
】

... 
九
月

日

諏
訪
湖
大
満
水

諏
訪
湖
氾
濫

百
年

連
一
九
頁
)

【
享
保
二
ハ
年
・
一
七
三

O
】

企
四
月
、
洪
水

l

q
泰
阜
村
誌
』
上
巻
三
六
五
頁
)
企
五
月
九
日
よ
り
断
続
的
に
雨
降
り
、

一
六
日
か
ら
二
一
一
一
日
に
か
け
て
雨
、
天
竜

川
大
洪
水
。
五
月
、
大
満
水
に
て
団
地
流
失
、
伊
那
郡
よ
り
上
、
天
竜
川
の
橋
残
ら
ず
流
失

l

q
箕
輪
町
誌
』
歴
史
編
九
八
四
・
九
六



三
頁
・
箕
輪
町
誌
編
纂
刊
行
委
員
会
・
一
九
八
六
)
企
五
月
、
柿
木
島
大
川
除
切
込
み
、
思
い
川
筋
百
聞
ば
か
り
欠
け
る
|
(
『
鼎
町
喜

上
巻
五
五
三
頁
)
。
「
五
月
、
雨
降
り
続
き
天
竜
の
高
水
十
七
年
以
前
ひ
つ
じ
満
水
よ
り
も
大
事
と
申
し
候
、
当
村
ハ
島
田
村
)
天
竜
端
の

新
回
全
部
流
失
仕
り
候
、
手
前
松
林
の
近
所
八
十
間
程
も
欠
け
込
み
候
、
扱
松
川
辺
柿
木
島
川
除
切
込
み
山
下
江
ぬ
け
、
忠
四
郎
団
地
よ

ほ
ど
欠
込
候
、
同
八
月
七
日
満
水
い
た
し
候
、
松
川
辺
の
犠
近
年
の
大
水
に
て
候
、
柿
木
島
大
川
除
切
込
み
、
思
ひ
川
井
筋
百
間
計
り
欠

け
水
不
通
候
故
上
溝
井
を
か
け
候
」
|
(
『
松
尾
村
誌
』

一
七
八
頁
)
企
四
月
、
洪
水
。
八
月
、
大
洪
水
。
八
月
、
又
洪
水
。
殊
に
八
月

は
大
洪
水
に
て
、
天
竜
川
氾
濫
し
、
下
平
村
は
田
畑
流
失
が
多
く
、
後
世
是
を
「
亥
の
川
欠
」
と
云
ふ
|
(
『
赤
須
・
上
穂
旧
記
録
紗
』

一
三
三
頁
)
企
四
・
八
・
九
月
、
洪
水
。
八
月
、
天
竜
川
大
氾
濫
。
川
欠
多
し
、

「
亥
の
川
欠
」
と
い
う
|
(
『
南
箕
輪
村
誌
』
下
巻
四

四
八
頁
)
|
(
村
沢
武
夫
編
『
伊
那
谷
の
災
害
と
凶
作
』
二
五
・
一

O
一
頁
)
企
大
雨
洪
水
、
二
回
|
(
『
清
内
路
村
誌
』
下
巻
一
八
四

(
参
考
)

『
南
箕
輪
村
誌
』
下
巻
四
四
五
頁
(
南
箕
輪
村
誌
刊
行
委
員
会
・
一
九
八
五
)

no 

頁
)

【
享
保
一
七
年
・
一
七
三

O
】

企
洪
水
|
(
『
南
箕
輪
村
誌
』
下
巻
四
四
八
頁
)

【
享
保
一
八
年
・
一
七
三
二
】

企
七
月
九
日
、
洪
水
|
(
今
井
白
鳥
編
『
近
世
郷
土
年
表
』

一
O
八
頁
)
|
(
『
泰
阜
村
誌
』
上
巻
三
六
五
頁
)
企
七
月
、
洪
水
|

(
『
赤
須
・
上
穂
旧
記
録
妙
』

一
三
五
頁
)

【
享
保
一
九
年
・
一
七
三
四
】

企
八
月
、
洪
水

1
(『
南
箕
輪
村
誌
』
下
巻
四
四
八
頁
)
!
(
村
沢
武
夫
編
『
伊
那
谷
の
災
害
と
凶
作
』

一
O
一
頁
)
企
秋
、
洪
水
|

(
今
井
白
鳥
編
『
近
世
郷
土
年
表
』

一
O
九
頁
)
|
(
『
泰
阜
村
誌
」
上
巻
三
六
五
頁
)



【
享
保
二

O
年
・
一
七
三
五
】

企
大
雨
・
洪
水
二
回
|
(
『
清
内
路
村
誌
』
下
巻
一
八
四
頁
)

【
元
文
元
年
・
一
七
一
ニ
六
】

企
二
月
九
日
、
暴
風
雨
|
(
今
井
白
鳥
編
『
近
世
郷
土
年
表
』

二

O
頁
)
|
(
『
泰
阜
村
誌
』
上
巻
三
六
五
頁
)
l
〈
村
沢
武
夫
編

『
伊
那
谷
の
災
害
と
凶
作
』
二
六
頁
)

【
元
文
二
年
・
一
七
三
七
】

企
洪
水
|
(
『
南
箕
輪
村
誌
』
下
巻
四
四
八
頁
)
|
(
『
清
内
路
村
誌
』
下
巻
一
八
四
頁
)
。
鍛
冶
が
島
新
田
家
屋
悉
く
流
失
、
四
散
。
中

越
下
河
原
村
は
屋
村
に
移
住
|
(
『
宮
田
村
誌
』
上
巻
八
三
三
頁
)

企
五
月
一
九
日
、
満
水
(
今
井
白
鳥
編
『
近
世
郷
土
年
表
』

一
一
一
頁
)
(
『
泰
阜
村
誌
』
上
巻
三
六
五
頁
)
。
満
水
。
島
田
村
の
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【
元
文
三
年
・
一
七
三
八
】

佐
兵
衛
の
家
が
流
れ
、
三

O
数
軒
が
水
浸
し
|
(
『
喬
木
村
誌
』
五
五
三
頁
)
。
企
五
月
二
七
日
、
大
雨
、
天
竜
川
大
満
水
。
天
竜
川
氾

濫
、
三
日
町
に
て
人
家
流
失
、
天
竜
川
上
流
よ
り
人
馬
流
れ
来
る
、
山
鳴
り
谷
崩
れ
前
代
未
聞
の
大
満
水
|
(
『
箕
輪
町
誌
』
歴
史
編
九

八
六
・
九
六
三
頁
)
企
五
月
、
下
の
井
、
五
月
中
の
満
水
で
井
筋
五

O
O軒
ほ
ど
流
失
。
五
月
中
の
大
雨
。
洪
水
に
よ
り
高
遠
領
田
畑
高

一
五
、
五
六
四
石
余
被
害
、
そ
の
ほ
か
家
屋
流
失
・
堰
・
道
橋
・
人
畜
に
被
害
の
旨
、
六
月
一
六
日
に
幕
府
へ
報
告
、
南
・
北
下
平
村
、

五
月
の
洪
水
で
川
除
一
六
O
間
欠
潰
、
田
畑
の
被
害
甚
大
、
家
屋
流
失
二
軒
、
石
砂
入
二
四
軒
な
ど
を
出
す
|
(
『
駒
ケ
根
市
誌
』
別
編

年
表
三
六
八
頁
〉
企
五
月
よ
り
八
月
に
渉
り
大
雨
甚
だ
し
く
人
家
を
流
し
道
路
橋
梁
堤
防
等
を
破
壊
し
、
又
田
畑
流
失
頗
る
多
く
、
高
遠

領
中
に
て
田
畑
高
一
万
五
千
五
百
余
石
の
損
失
あ
り
|
(
唐
沢
貞
治
郎
『
上
伊
那
郡
史
』
六
八
六
頁
)
。
五
月
よ
り
八
月
雨
降
、
八
月
洪

水
田
畑
流
失
。
五
月
、
大
田
切
川
満
水
に
て
、
大
田
切
下
の
井
、
堰
口
五
百
余
聞
が
押
し
流
さ
れ
、
堰
水
通
ぜ
ず
、
折
節
、
田
植
不
能
に



陥
る
|
(
『
赤
須
・
上
穂
旧
記
録
紗
』

一
三
九
頁
)
l
(『
赤
須
・
上
穂
旧
記
録
妙
』

一
三
九
頁
)
企
八
月
、
洪
水
。
伏
越
樋
流
失
|

(
『
南
箕
輪
村
誌
』
下
巻
四
四
八
頁
)
企
太
田
切
川
沿
岸
の
田
畑
流
失
、
御
分
杭
の
移
転
。
天
竜
川
満
水
、
田
畑
一
五
、
五
O
O石
損
耗
|

(
『
宮
田
村
誌
』
上
巻
八
三
三
頁
)

(
参
考
)
『
松
川
村
誌
』

一
七
八
頁
(
松
川
村
誌
刊
行
委
員
会
・
一
九
八
二
)
、
『
下
久
堅
村
誌
』
四
七
二
頁
(
下
久
竪
村
誌
刊
行
会
・
一

九
七
三
)
、
『
南
向
村
誌
』
六
三
二
頁
(
中
川
東
公
民
館
・
一
九
六
六
)

【
寛
保
元
年
・
一
七
四
一
】

企
六
月
、
洪
水
|
(
今
井
白
鳥
編
『
近
世
郷
土
年
表
』

一
一
五
頁
)
|
(
『
泰
阜
村
誌
』
上
巻
三
六
五
頁
)
|
(
村
沢
武
夫
編
『
伊
那
谷

の
災
害
と
凶
作
』
二
六
・
一

O
一
頁
)
企
洪
水
|
(
『
清
内
路
村
誌
』
下
巻
一
八
四
頁
)

企
六
月
、
南
・
北
下
平
村
、
こ
の
月
の
満
水
で
家
屋
流
失
四
軒
・
浸
水
一
八
軒
の
被
害
|
(
『
駒
ケ
根
市
誌
』
別
編
年
表
三
七
二
頁
)

n
d
 

【
寛
保
二
年
・
一
七
四
二
】

企
七
月
・
八
月
、
大
洪
水
。
成
の
満
水
と
い
う
|
(
『
東
春
近
村
誌
』
六
六
二
頁
)
企
八
月
六
日
よ
り
二
十
日
ま
で
大
雨
。
天
竜
川
洪
水

ー
(
『
赤
須
・
上
穂
旧
記
録
紗
』

一
四
三
頁
)
・
八
月
、
諏
訪
文
出
村
満
水

l
(『
長
野
県
史
』
近
世
史
料
編
第
三
巻
五
五
七
号
文
書
〉

企
八
月
、
諏
訪
湖
満
水
|
(
『
諏
訪
湖
氾
濫
三
百
年
史
』
二
四
頁
)
。
天
竜
川
ま
た
溢
れ
沿
岸
被
害
あ
り
|
(
唐
沢
貞
治
郎
『
上
伊
那
郡

史
』
五
八
六
頁
)
。
洪
水
|
(
『
泰
阜
村
誌
』
上
巻
三
六
五
頁
)
企
洪
水
|
(
『
南
箕
輪
村
誌
』
下
巻
四
四
八
頁
)
。
大
雷
雨
、
山
西
部
に

て
田
畑
、
古
木
を
流
し
、
八

O
年
来
覚
え
ぬ
大
雷
雨
|
(
『
箕
輪
町
誌
』
歴
史
編
九
六
三
頁
)

【
寛
保
三
年
・
一
七
四
三
】

企
五
月
、
赤
須
町
、
当
月
六
日
か
ら
二

O
日
ま
で
の
大
雨
で
天
竜
川
出
水
。
赤
須
町
分
水
田
一
反
歩
余
流
失
の
旨
、
飯
島
役
所
へ
注
進
す

る
|
(
『
駒
ケ
根
市
誌
』
別
編
三
七
四
頁
)



【
延
享
三
年
・
一
七
四
六
】

企
八
月
一
九
日
、
高
遠
大
雨
で
川
々
満
水
。
所
々
破
損
、
田
畑
損
亡
|
(
『
高
遠
町
誌
』
上
巻
歴
史
二
|
五
四
一
頁
)

【
延
享
四
年
・
一
七
四
七
】

-
八
月
一
九
日
夜
中
、
大
風
|
(
『
長
野
県
史
』
近
世
史
料
編
第
四
巻
(
一
)

一
O
四
六
号
文
書
)
企
八
月
、
諏
訪
湖
満
水
|
(
『
諏
訪

湖
氾
濫
三
百
年
史
』
二
五
頁
)

【
寛
延
元
年
・
一
七
四
八
】

企
五
月
六
日
、
諏
訪
湖
大
満
水
。
七
月
五
日
、
満
水

l

q
諏
訪
湖
氾
濫
三
百
年
史
』

一
九
頁
・
二
五
・
四
O
頁
)
企
洪
水
、
北
殿
村
天

竜
川
本
瀬
切
込
|
(
『
南
箕
輪
村
誌
』
下
巻
四
四
八
頁
)

企
御
竿
以
後
、
諏
訪
湖
大
洪
水
|
(
『
諏
訪
湖
氾
濫
三
百
年
史
』
四
O
頁
)

no 

【
宝
暦
元
年
・
一
七
五
一
】

【
宝
暦
三
年
・
一
七
五
三
】

企
八
月
、
諏
訪
湖
満
水
|
(
『
諏
訪
湖
氾
濫
三
百
年
史
』
二
五
頁
)
企
八
月
一
七
日
、
満
水
。
天
竜
川
筋
田
地
多
く
流
失
|
(
『
箕
輪
町

誌
』
歴
史
編
九
六
三
頁
)
・
八
月
、
天
竜
川
出
水
。
下
川
路
・
時
又
の
川
除
破
損
|
(
『
長
野
県
史
』
近
世
史
料
編
第
四
巻
(
三
)
二

O

一
七
号
文
書
)
企
洪
水
|
(
『
南
箕
輪
村
誌
』
下
巻
四
四
八
頁
)

A
夏
、
大
雨
・
洪
水
|
(
『
清
内
路
村
誌
』
下
巻
一
八
四
頁
)

【
宝
麿
五
年
・
一
七
五
五
】

企
五
月
よ
り
八
月
ま
で
雨
天
が
ち
|
(
今
井
白
鳥
編
『
近
世
郷
土
年
表
』

二
二
二
頁
)
。
大
洪
水
、
亥
の
満
水
と
い
う
|
(
『
東
春
近
村

誌
』
六
六
二
頁
)
|
(
村
沢
武
夫
編
『
伊
那
谷
の
災
害
と
凶
作
』

一
O
一
頁
)
|
(
『
清
内
路
村
誌
』
下
巻
一
八
四
頁
)
企
夏
、
天
竜
川

洪
水
。
是
を
「
亥
年
の
洪
水
」
と
言
う
。
川
欠
多
く
、
両
下
平
の
田
畑
が
流
失
し
た
の
で
、
両
下
平
の
人
々
協
力
し
て
、
惣
人
足
で
川
除



林
に
松
の
木
を
植
え
て
、
将
来
の
災
害
に
備
え
た
|
(
『
赤
須
・
上
穂
旧
記
録
妙
』

一
五
五
頁
)
企
一

O
月
一
・
二
日
、
諏
訪
湖
大
満
水

ー
(
『
諏
訪
湖
氾
濫
三
百
年
史
』
四
O
頁
)

【
宝
暦
六
年
・
一
七
五
六
】

企
五
月
初
め
よ
り
、
諏
訪
湖
大
満
水
|
(
『
諏
訪
湖
氾
濫
三
百
年
史
』
四
O
頁
)
企
大
雨
・
洪
水
|
(
『
清
内
路
村
誌
』
下
巻
一
八
四
頁
)

【
宝
暦
七
年
・
一
七
五
七
】

A

四
月
八
日
よ
り
五
月
六
日
ま
で
洪
水
|
(
唐
沢
貞
治
郎
『
上
伊
那
郡
史
』
六
八
六
頁
)
・
四
月
よ
り
六
月
ま
で
洪
水
。
洪
水
で
福
島

枝
郷
大
久
保
大
地
へ
沈
む
|
(
『
『
熊
谷
家
伝
記
』
』
七
ノ
巻
)

A
五
月
一
日
よ
り
諏
訪
湖
大
満
水
。
五
月
・
八
月
、
大
満
水
|
(
『
諏

訪
湖
氾
濫
三
百
年
史
』

一
九
・
四
O
頁
)
企
五
月
、
満
水
。
伊
久
間
村
も
大
被
害
、
村
方
七
分
が
流
れ
た
|
(
『
喬
木
肘
誌
』
五
五
二
息

企
六
月
、
洪
水

1
(今
井
白
鳥
編
『
近
世
郷
土
年
表
』

=
三
ニ
頁
)
!
(
『
泰
阜
村
誌
』
上
巻
三
六
五
頁
)
企
洪
水
、
北
殿
村
の
み
で
田
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方
二

O
O石
流
失
|
(
『
南
箕
輪
村
誌
』
下
巻
四
四
八
頁
)
企
大
雨

l

〈
『
清
内
路
村
誌
』
下
巻
一
八
四
頁
)

【
宝
暦
八
年
・
一
七
五
八
】

企

五
月
八
日

諏
訪
湖
大
満
水

諏
訪
湖
氾
濫

百
年

星
一
九
頁
)

【
宝
暦
二
年
・
一
七
六
一
】

企
洪
水
|
(
『
南
箕
輪
村
誌
』
下
巻
四
四
八
頁
)

【
宝
暦
一
二
年
・
一
七
六
二
】

企
四
月
、
諏
訪
湖
、
南
之
丸
水
つ
く
|
(
『
諏
訪
湖
氾
濫
三
百
年
史
』

一
九
頁
)

【
明
和
元
年
・
一
七
六
四
】

• 五
月
~þ 

諏
訪
湖
大
満
水

==;] 

諏
訪
湖
氾
濫

百
年

連

一
九
・
四
O
頁
)
企
七
月
、
大
洪
水
|
(
今
井
白
鳥
編
『
近
世
郷
土
年



表
ι= 

一
三
九
頁
)
|
(
『
泰
阜
村
誌
』
上
巻
三
六
五
頁
)
|
(
村
沢
武
夫
編
『
伊
那
谷
の
災
害
と
凶
作
』

一
O
一
頁
)
企
洪
水
二
回
|

(
『
清
内
路
村
誌
』
下
巻
一
八
四
頁
)

【
明
和
二
年
・
一
七
六
五
】

-
四
月
一
六
日
、
大
雨
で
小
原
村
(
高
遠
町
)
瀬
戸
堤
大
破
|
(
『
長
野
県
史
』
近
世
史
料
編
第
四
巻
(
一
)
四
三
五
号
文
書
)
企
四
月
、

洪
水
あ
り
|
(
唐
沢
貞
治
郎
『
上
伊
那
郡
史
』
六
八
七
頁
)
企
四
月
・
五
月
、
両
度
大
満
水
に
て
団
地
多
く
損
亡
|
(
『
箕
輪
町
誌
』

歴
史
編
九
六
三
頁
〕
企
四
・
五
月
、
大
洪
水
。
八
月
四
日
、
大
出
水
|
(
今
井
白
鳥
編
『
近
世
郷
土
年
表
』

一四

O
頁
)
|
(
村
沢
武

夫
編
『
伊
那
谷
の
災
害
と
凶
作
』

一
O
一
頁
)
企
五
月
、
大
洪
水
。
八
月
、
再
洪
水
|
(
『
赤
須
・
上
穂
旧
記
録
抄
』
)
|
(
『
川
路
村

誌』

一
九
一
頁
)
企
五
月
・
八
月
、
洪
水
|
(
『
泰
阜
村
誌
』
上
巻
三
六
五
頁
)
企
六
月
二
四
日
、
高
遠
川
々
満
水
。

田
畑
破
損
|

(
『
高
遠
町
誌
』
上
巻
歴
史
二
|
五
四
一
頁
)
企
一

O
月
、
下
平
川
原
開
発
予
定
地
、
当
年
五
・
八
月
の
洪
水
に
よ
る
川
欠
の
た
め
計
画
の

n
む

変
更
を
申
し
出
る
|
(
『
駒
ケ
根
市
誌
』
別
編
年
表
三
九
九
頁
)

企
こ
の
年
川
欠
被
害
あ
り
。
上
赤
須
村
二
石
九
斗
八
升
九
合
川
欠
・
砂
入
山
崩
引
、
小
町
屋
村
同
二
九
石
四
升
四
合
・
同
、
北
下
平
村

一
石
七
斗
六
升
五
合
・
同
|
(
『
駒
ケ
根
市
誌
』
別
編
年
表
三
九
九
頁
)

【
明
和
三
年
・
一
七
六
六
】

企
水
害
あ
り
(
唐
沢
貞
治
郎
『
上
伊
那
郡
史
』
六
八
七
頁
)
。
洪
水
|
(
今
井
白
鳥
編
『
近
世
郷
土
年
表
』

一四

O
頁
)

ー
(
『
泰
阜
村
誌
』
上
巻
三
六
六
頁
)
|
(
村
沢
武
夫
編
『
伊
那
谷
の
災
害
と
凶
作
』

一
O
一
頁
)

【
明
和
五
年
・
一
七
六
八
】

企
四
月
中
、
諏
訪
湖
大
満
水
。
四
月
・
五
月
、
大
満
水
|
(
『
諏
訪
湖
氾
濫
三
百
年
史
』

一
九
・
四
一
頁
)
&
こ
の
年
、
諸
川
洪
水
。
田

畑
に
川
欠
被
害
出
る
|
(
『
駒
ケ
根
市
誌
』
別
編
年
表
四

O
一
頁
)
企
洪
水
、
天
竜
川
満
水
。
川
瀬
変
り
防
留
等
流
失
|
(
『
南
箕
輪
村



誌
』
下
巻
四
四
八
頁
)

門
明
和
六
年
・
一
七
六
九
】

A 

五

具
諏
訪
湖
満
水

譲
訪
湖

量
百
年
史

一
九
・
四
一
頁
)
&
八
月
、
洪
水
|
(
今
井
白
鳥
編
『
近
世
郷
土
年
表
』

一
四
一
頁
)
|
(
『
泰
阜
村
誌
』
上
巻
三
六
六
頁
)

【
安
永
元
年
・
一
七
七
二
】

企

J¥ 

尺
諏
訪
湖
大
満
水

霊
訪
湖
氾
濫

百

z 
一
九
頁
)
。
大
満
水
|
(
『
東
春
近
村
誌
』
六
六
二
頁
)
企
夏
、
洪
水
|

(
今
井
白
鳥
編
『
近
世
郷
土
年
表
』

一
四
八
頁
)
|
(
『
泰
阜
村
誌
』
上
巻
三
六
六
頁
)

【
安
永
二
年
・
一
七
七
三
】

企
九
月
一
日
、
大
洪
水
。
交
通
断
絶
|
(
今
井
白
鳥
編
『
近
世
郷
土
年
表
』

一
四
九
頁
)
|
(
『
泰
阜
村
誌
』
上
巻
三
六
六
頁
)

【
安
永
田
年
・
一
七
七
五
】

A
五
月
・
六
月
、
諏
訪
湖
満
水

l
(『
諏
訪
湖
氾
濫
三
百
年
史
』
四
一
頁
)
企
七
月
・
八
月
、
洪
水
|
(
今
井
白
鳥
編
『
近
世
郷
土
年

表』

一五

O
頁
)
|
(
『
泰
阜
村
昔
話
』
上
巻
三
六
六
頁
)
(
村
沢
武
夫
編
『
伊
那
谷
の
災
害
と
凶
作
』

一
O
二
頁
)
企
八
月
、
洪
水
|

(
『
南
箕
輪
村
誌
』
下
巻
四
四
八
頁
)

【
安
永
五
年
・
一
七
七
六
】

A 

五
月

諏
訪
湖
大
満
水

譲
訪
湖
氾
濫

百

E 
頁

【
安
永
七
年
・
一
七
七
八
】

企
五
月
中
旬
よ
り
諏
訪
湖
度
々
満
水
致
し
、
別
而
八
月
大
満
水
に
て
下
地
通
皆
無
に
御
座
候
|
(
『
諏
訪
湖
氾
濫
三
百
年
史
』
一
二
・
四

一
頁
〉
企
五
月
、
八
月
、
大
洪
水
|
(
『
東
春
近
村
誌
』
六
六
二
頁
)



【
安
永
八
年
・
一
七
七
九
】

企
五
月
中
、
諏
訪
湖
満
水
。
八
月
二
五
・
六
日
、
大
満
水
。
九
月
、
諏
訪
湖
満
水
|
(
『
諏
訪
湖
氾
濫
三
百
年
史
』
四
一
・
二
八
頁
)

企
七
月
二
六
日
、
洪
水
|
(
今
井
白
鳥
編
『
近
世
郷
土
年
表
』

一
五
三
頁
)
|
(
『
泰
阜
村
誌
』
上
巻
三
六
六
頁
〉
企
七
月
・
八
月
、
大

洪
水
|
(
『
東
春
近
村
誌
』
六
六
二
頁
)

A
八
月
、
満
水
|
〈
『
箕
輪
町
誌
』
歴
史
編
九
六
四
頁
)
企
洪
水
、
田
方
損
失
多
し
|
(
『
南

箕
輪
村
誌
』
下
巻
四
四
九
頁
)
。
大
洪
水
、
下
清
橋
場
大
橋
流
失

l
(『
清
内
路
村
誌
』
下
巻
一
八
四
頁
)

【
安
永
九
年
・
一
七
八

O
】

企
六
月
、
霧
雨
(
『
泰
阜
村
誌
』
上
巻
三
六
六
頁
)

【
天
明
二
年
・
一
七
八
二
】

九
頁
)
企
大
風
雨
|
(
今
井
白
鳥
編
『
近
世
郷
土
年
表
』

三
一
三
頁
)
l
(『
泰
阜
村
誌
』
上
巻
三
ム
ハ
六
頁
)
|
(
『
川
路
村
誌
』

九

-30-

企
七
月
下
旬
、
諏
訪
湖
大
満
水
|
(
『
諏
訪
湖
氾
濫
三
百
年
史
』
四
一
頁
)
企
洪
水
、
田
方
損
失
多
し
|
(
『
南
箕
輪
村
誌
』
下
巻
四
四

一
頁
)

【
天
明
三
年
・
一
七
八
三
】

企
七
月
、
諏
訪
湖
満
水
|
(
『
諏
訪
湖
氾
濫
三
百
年
史
』
二
九
・
四
一
頁
)
企
八
月
四
日
、
洪
水
|
(
『
南
箕
輪
村
誌
』
下
巻
四
四
九
頁
)

企
大
洪
水
、
橋
場
大
橋
流
失
|
(
『
清
内
路
村
誌
』
下
巻
一
八
四
頁
)

【
天
明
六
年
・
一
七
八
六
】

企
六
月
、
諏
訪
湖
満
水
|
(
『
諏
訪
湖
氾
濫
三
百
年
史
』
二
九
頁
)

【
天
明
七
年
・
一
七
八
七
】

企
洪
水
|
(
『
南
箕
輪
村
誌
』
下
巻
四
四
九
頁
)



【
寛
政
元
年
・
一
七
八
九
】

企
五
月
中
、
諏
訪
湖
満
水
致
し
、
阿
原
通
り
は
苗
切
候
も
御
座
候
。
其
以
後
大
満
水
度
々
別
市
八
月
二
十
五
日
大
満
水
い
た
し
、
四
小
路

の
内
舟
止
岸
通
り
六
十
軒
ほ
ど
水
入
申
候
|
(
『
諏
訪
湖
氾
濫
三
百
年
史
』
一
一
一
頁
)
企
六
月
一
七
日
よ
り
一
九
日
ま
で
大
雨
降
り
、
高

遠
領
内
損
毛
二
、

一
九
一
石

l
(『
高
遠
町
誌
』
上
巻
歴
史
(
二
)
五
八

O
頁
)
企
六
月
一
七
日
・
一
八
日
、
大
洪
水
|
(
唐
沢
貞
治

郎
『
上
伊
那
郡
史
』
六
八
八
頁
)
企
六
月
一
七
日
・
一
八
日
両
日
、
天
竜
川
満
水
に
て
、
沿
岸
地
方
に
被
害
あ
り
、
殊
に
高
遠
領
内
に
田

畑
流
失
多
し
。
八
月
、
再
び
洪
水
あ
り

l
(『
赤
須
・
上
穂
旧
記
録
紗
』
一
一
一
一
頁
)
企
六
月
一
八
日
、
満
水
、
酉
の
満
水
|
(
『
東
春

近
村
誌
』
六
六
二
頁
)
。
大
洪
水
、
福
寿
院
裏
山
崩
れ
水
、
庫
裏
全
壊
|
(
『
泰
阜
村
誌
』
上
巻
三
六
六
頁
)
。
六
月
一
八
日
、
天
竜
川
氾

濫
、
田
畑
人
家
流
失
、
松
川
橋
落
つ
、
島
田
村
割
石
堤
防
決
壊
|
(
今
井
白
鳥
編
『
近
世
郷
土
年
表
』

一
六
三
頁
)
、
上
茶
屋
一
一
軒
、

(
『
川
路
村
誌
』

一
九
一
頁
)
。
四
日
間
大
雨
降
る
。
土
曽
川
筋
大
被
害
|
(
『
上
郷
史
便
覧
』

一
O
頁
・
上
郷
史
刊
行
会
・
一
九
七
八
)
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由
政
向
い
三
軒
流
失
、
流
死
二
人

l
(村
沢
武
夫
編
『
伊
那
谷
の
災
害
と
凶
作
』
四
六
・
一

O
二
頁
)
、
川
路
村
大
半
水
中
に
没
す
|

企
六
月
、
大
満
水
。
伊
那
よ
り
三
州
ま
で
言
語
に
つ
く
し
が
た
き
大
荒
れ
|
(
『
箕
輪
町
誌
』
歴
史
編
九
六
四
頁
)
。
天
竜
川
大
満
水
。

高
遠
領
内
田
畑
流
失
多
し
。
八
月
、
洪
水

l
(『
宮
田
村
誌
』
上
巻
八
三
三
頁
)
。
大
雨
・
洪
水
|
(
『
清
内
路
村
誌
』
下
巻
一
八
四
頁
)

企
七
月
一
八
日
、
内
藤
氏
、
六
月
一
七
日
か
ら
一
九
日
の
大
雨
、
満
水
に
よ
り
領
分
田
畑
被
災
の
旨
幕
府
へ
届
け
出
る
|
(
『
駒
ケ
根
市

誌
』
別
編
年
表
四
二
一
頁
)
企
鹿
塩
川
大
洪
水
。
川
筋
の
農
民
田
畑
・
家
屋
流
失
、
大
河
原
河
川
大
洪
水
、
田
畑
流
失
|
(
『
大
鹿
村
誌
』

中
巻
七
九
四
頁
)

ー
(
参
考
)
『
喬
木
村
誌
』
五
四
二
頁
、
『
上
片
桐
村
誌
』
四
一
二
頁

【
寛
政
二
年
・
一
七
九
O
】

企
九
月
、
諏
訪
湖
満
水
|
(
『
諏
訪
湖
氾
濫
三
百
年
史
』
三

O
頁
)



【
寛
政
三
年
・
一
七
九
一
】

企
八
月
、
諏
訪
湖
大
満
水
|
(
『
諏
訪
湖
氾
濫
三
百
年
史
』
一
二
・
四
二
頁
)

【
寛
政
四
年
・
一
七
九
二
】

企
五
・
六
月
、
諏
訪
湖
満
水
。
七
月
一
三
日
、
大
雨
に
て
五
六
尺
満
水
|
(
『
諏
訪
湖
氾
濫
三
百
年
史
』
一
二
・
四
二
頁
)
&
五
月
・
六

月
、
大
出
水
。
七
月
一
三
日
、
洪
水

l
(『
東
春
近
村
誌
』
六
六
二
頁
)
企
六
月
二
七
日
、
大
洪
水

l
(今
井
白
鳥
編
『
近
世
郷
土
年

表』

一
O
二
頁
)
|
(
村
沢
武
夫
編
『
伊
那
谷
の
災
害
と
凶
作
』

一
O
二
頁
)

A
大
風
雨
、
稲
伏
戸
薬
師
堂
全
壊
。
七
月
一
三
日
、
大
洪

水
|
(
『
泰
阜
村
誌
』
上
巻
三
六
七
頁
)

【
寛
政
六
年
・
一
七
九
四
】

企
六
月
二
七
日
、
洪
水
|
(
『
泰
阜
村
誌
』
上
巻
三
六
七
頁
)

qu 

【
寛
政
八
年
・
一
七
九
六
】

企
六
月
、
雨
天
が
ち
、
洪
水
|
(
『
南
箕
輪
村
誌
』
下
巻
四
四
九
頁
)

【
寛
政
一

O
年
・
一
七
九
八
】

企
松
川
出
水
|
(
今
井
白
鳥
編
『
近
世
郷
土
年
表
』

一
七
五
頁
)

【
寛
政
二
年
・
一
七
九
九
】

企
五
月
一
七
日
、
大
雨
の
た
め
左
武
林
(
小
八
郎
岳
)
の
山
腹
が
崩
壊
し
て
、
正
徳
五
年
の
未
満
水
に
次
ぐ
大
災
害
が
発
生
|
(
『
上
片

桐
村
誌
』
四
一
三
頁
(
上
片
桐
村
誌
編
纂
委
員
会
・
一
九
六
五
)

【
事
和
元
年
・
一
八

O
一】

企
復
興
中
途
に
て
中
越
下
河
原
こ
と
ご
と
く
流
失

l
(『
宮
田
村
誌
』
上
巻
八
三
三
頁
)



門
事
和
二
年
・
一
八

O
二】

企
植
付
後
、
諏
訪
湖
段
々
満
水
、
別
而
七
月
朔
日
大
満
水
に
て
川
端
適
所
切
云
々
|
(
『
諏
訪
湖
氾
濫
三
百
年
史
』
一
二
・
四
二
頁
〉

【
享
和
三
年
・
一
八
O
三】

企
六
月
、
満
水
。
川
欠
多
し
|
(
『
南
箕
輪
村
誌
』
下
巻
四
四
九
頁
)
企
六
月
、
洪
水
|
(
今
井
白
鳥
編
『
近
世
郷
土
年
表
』

J¥ 

頁
)
|
(
『
泰
阜
村
誌
』
上
巻
三
六
七
頁
)

【
文
化
元
年
・
一
八

O
四】

企
八
月
、
諏
訪
湖
満
水
|
(
『
諏
訪
湖
氾
濫
三
百
年
史
』
四
二
頁
)
企
八
月
、
大
満
水
。
上
殿
島
村
へ
三
峰
川
切
り
込
む
、
子
の
満
水
|

(
『
東
春
近
村
誌
』
六
六
二
頁
)
。
洪
水
|
(
『
南
箕
輪
村
誌
』
下
巻
四
四
九
頁
)
企
八
月
二
八
日
、
松
川
出
水
。
御
川
除
危
険
に
つ
き
一

ー
(
村
沢
武
夫
編
『
伊
那
谷
の
災
害
と
凶
作
』

一
O
三
頁
)
|
(
『
川
路
村
誌
』

一
九
一
頁
)
&
九
月
一
日
、
大
雨
の
た
め
駒
場
城
山
下

q
u
 

三
町
よ
り
人
足
三
九
人
出
る
|
(
今
井
白
鳥
編
『
近
世
郷
土
年
表
』

一
八
二
頁
)
。
八
月
二
九
日
、
天
竜
川
大
洪
水
。
子
の
満
水
と
い
う

の
新
田
、
上
川
原
、
島
垣
外
、
残
ら
ず
流
失
。
中
関
村
前
沢
川
が
崩
れ
、
三
反
歩
損
地
|
(
『
阿
智
村
誌
』
年
表
二
三
頁
)

【
文
化
二
年
・
一
八

O
五】

企
田
植
時
分
、
諏
訪
湖
満
水
|
(
『
諏
訪
湖
氾
濫
三
百
年
史
』
一
二
・
四
二
頁
)
企
八
月
、
洪
水
|
(
『
清
内
路
村
誌
』
下
巻
一
八
五
頁
)

【
文
化
三
年
・
一
九
O
六】

企
七
月
、
洪
水
あ
り
。
田
畑
四
千
二
百
十
四
石
、
民
家
五
十
二
折
、
水
入
砂
押
五
百
二
十
八
軒
等
の
惨
害
あ
り
|
(
唐
沢
貞
治
郎
『
上

伊
那
郡
史
』
六
八
八
頁
)
企
洪
水

l
(『
南
箕
輪
村
誌
』
下
巻
四
四
九
頁
)

【
文
化
四
年
・
一
九
O
七】

企
五
月
二
七
日
よ
り
六
月
三
日
ま
で
、
大
雨
。
大
洪
水
に
て
田
畑
流
失
多
く
、
殊
に
天
竜
川
、
上
穂
沢
川
、
大
田
切
川
、
中
川
、
大
満
水
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に
て
赤
須
町
地
籍
の
み
で
川
欠
、
砂
入
、
川
成
の
団
地
、
四
町
七
反
歩
に
及
ん
だ
。
上
赤
須
村
は
田
畑
過
半
流
失
損
害
甚
大

l
(『
赤
須
・

上
穂
旧
記
録
抄
』
二
二
九
頁
)
企
五
月
二
八
日
よ
り
の
大
洪
水
で
、
六
月
三
日
ま
で
に
川
々
沢
々
大
荒
れ
。
伊
那
部
大
橋
も
落
ち
る
|

(
『
辰
野
町
誌
』
歴
史
編
九
五
七
頁
)
企
五
月
二
九
日
か
ら
六
月
三
日
に
か
け
て
大
雨
、
田
畑
道
橋
に
被
害
出
る
。
内
藤
氏
今
夏
の
被
害
に

つ
い
て
明
細
を
幕
府
へ
報
告
す
る
。
被
害
田
畑
四
、
二
一
四
石
余
、
民
家
五
一
軒
(
流
失
か
)
、
水
入
砂
押
五
二
八
軒
、
圧
死
一
人
・
流

死
二
人
等
|
(
『
駒
ケ
根
市
誌
』
別
編
年
表
四
四
O
頁
)
企
五
月
晦
日
よ
り
六
月
朔
日
に
至
り
、
諏
訪
湖
大
満
水
。
岡
田
一
面
に
か
ぶ
り

所
々
切
口
|
(
『
諏
訪
湖
氾
濫
三
百
年
史
』
一
二
・
四
二
頁
〉
企
六
月
一
日
・
四
日
。
天
竜
川
洪
水
|
(
『
喬
木
村
誌
』
五
五
二
頁
)

A
六
月
二
日
、
大
満
水
。
天
竜
筋
前
代
未
聞
の
大
荒
れ
|
(
『
箕
輪
町
誌
』
歴
史
編
九
六
四
頁
)

A
六
月
三
日
、
強
雨
、
川
々
満
水
。
田

畑
損
毛
、
高
遠
領
内
に
て
四
、
二
一
四
石
余
、
民
家
五
二
戸
水
入
、
砂
押
し
五
二
八
戸
、
圧
死
男
一
人
、
流
死
男
二
人

l
(『
高
遠
町
誌
』

上
巻
歴
史
(
二
)
五
八

O
頁
)
企
六
月
、
下
島
古
新
田
の
過
半
が
流
る

i
(唐
沢
貞
治
郎
『
上
伊
那
郡
史
』
六
八
八
頁
、

『
伊
那
市
史
』
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歴
史
編
一
一
四
四
頁
・
伊
那
市
史
刊
行
会
・
一
九
八
四
〉
企
洪
水
、
凶
作
|
(
『
南
箕
輪
村
誌
』
下
巻
四
四
九
頁
)
|
(
『
泰
阜
村
誌
』

上
巻
三
六
七
頁
)

【
文
化
五
年
・
一
八
O
八】

企
五
月
下
旬
よ
り
、
諏
訪
湖
大
満
水
。
度
々
切
口
所
々
に
有
之
|
(
『
諏
訪
湖
氾
濫
三
百
年
史
』
一
二
・
四
二
頁
)
企
六
月
一
一
一
日
、
大

満
水
|
(
『
箕
輪
町
誌
』
歴
史
編
九
六
四
頁
)
企
六
月
二
二
日
、
天
竜
川
大
水
。
洪
水
に
よ
る
欠
壊
|
(
『
喬
木
村
誌
』
五
五
二
頁
)

A
閏
六
月
一
八
日
、
高
遠
領
等
六
月
一

O
日
よ
り
二
一
日
ま
で
豪
雨
、
川
々
満
水
。
田
畑
二
、

O
八
五
石
余
被
災
・
民
家
六
軒
水
入
・
四

五
軒
砂
押
、
川
除
・
道
橋
等
損
害
甚
大
の
旨
幕
府
へ
報
告
す
る
|
(
『
駒
ケ
根
市
誌
』
別
編
年
表
四
四
二
頁
)
企
七
月
二
五
日
、
大
雨
・

洪
水
|
(
『
赤
須
・
上
穂
旧
記
録
妙
』
二
一
三
頁
)
|
(
今
井
白
鳥
編
『
近
世
郷
土
年
表
』

一
O
三
頁
)
|
(
村
沢
武
夫
編
『
伊
那
谷
の

災
害
と
凶
作
』

一
O
三
頁
)
|
(
『
泰
阜
村
誌
』
上
巻
三
六
七
頁
)
&
大
満
水
|
(
『
清
内
路
村
誌
』
下
巻
一
八
五
頁
)



【
文
化
六
年
・
一
八

O
九】

企
八
月
、
諏
訪
湖
に
水
出
る
|
(
『
諏
訪
湖
氾
濫
三
百
年
史
』
四
二
頁
)

【
文
化
七
年
・
一
八
一

O
】

企
七
月
、
天
竜
川
、
三
蜂
川
洪
水
。
三
峰
川
の
天
竜
川
に
落
ち
合
う
所
八
尺
の
増
水
な
り

l
(唐
沢
貞
治
郎
『
上
伊
那
郡
史
』
六
八
八

頁
)
|
(
『
赤
須
・
上
穂
旧
記
録
紗
』
二
三
三
頁
)
。
洪
水
|
(
今
井
白
鳥
編
『
近
世
郷
土
年
表
』

一
九
六
頁
)
|
(
『
泰
阜
村
誌
』
上
巻

二
六
七
頁
)
|
(
村
沢
武
夫
編
『
伊
那
谷
の
災
害
と
凶
作
』

一
O
二
一
頁
)
企
八
月
一
一
日
、
当
年
七
月
一
七
日
か
ら
一
五
日
の
大
雨
に
よ

り
高
速
領
分
天
竜
川
・
三
峰
川
附
村
々
、
工
事
中
の
国
役
普
請
箇
所
流
失
。
国
役
普
請
を
再
願
す
る
!
(
『
駒
ケ
根
市
誌
』
別
編
年
表
四

四
五
頁
)
企
天
竜
川
と
三
峰
川
が
合
流
し
て
増
水
八
尺
に
お
よ
び
被
害
甚
大

l

q伊
那
市
史
』
歴
史
編
一
一
四
四
頁
)

企
四
月
、
雨
天
の
た
め
諏
訪
湖
大
満
水
|
(
『
諏
訪
湖
氾
濫
三
百
年
史
』
一
二
・
四
二
頁
)

のぺ
U

【
文
化
八
年
・
-
八
一
一
】

【
文
化
二
年
・
一
八
一
四
】

企
八
月
中
、
雨
降
り
諏
訪
湖
満
水
|
(
『
諏
訪
湖
氾
濫
三
百
年
史
』
一
二
・
四
二
頁
)

【
文
化
一
二
年
・
一
八
一
五
】

企
七
月
、
雨
天
続
く
|
(
『
泰
阜
村
誌
』
上
巻
三
六
七
頁
)

【
文
化
二
二
年
・
一
八
二
ハ
】

企
四
月
三

O
日
、
晴
天
に
大
風
雨
|
(
『
泰
阜
村
誌
』
上
巻
三
六
七
頁
)
企
六
月
、
諏
訪
湖
満
水
度
々
致
し
|
(
『
諏
訪
湖
氾
濫
三
百
年

史
』
一
二
・
四
二
頁
)
企
閏
八
月
二
日
よ
り
六
日
ま
で
、
大
風
・
大
雨
。
諸
国
大
い
に
荒
れ
る

l
(今
井
白
鳥
編
『
近
世
郷
土
年
表
』

二
O
四
頁
)



【
文
政
元
年
・
一
八
一
八
】

企
九
月
、
諏
訪
湖
満
水
|
〈
『
諏
訪
湖
氾
濫
三
百
年
史
』
一
一
一
一
頁
)

【
文
政
二
年
・
一
八
一
九
】

企
四
月
、
諏
訪
湖
大
満
水
。
五
月
下
旬
、
大
満
水
|
(
『
諏
訪
湖
氾
濫
三
百
年
史
』
一
二
・
四
二
頁
)

【
文
政
三
年
・
一
八
二

O
】

企
五
月
中
旬
よ
り
、
諏
訪
湖
大
満
水
度
々
致
し
|
(
『
諏
訪
湖
氾
濫
三
百
年
史
』
一
一
一
・
三
二
・
四
二
頁
)
企
五
月
、
洪
水
。
田
原
西
島

流
れ
る
|
(
『
東
春
近
村
誌
』
六
六
二
頁
)

【
文
政
五
年
・
一
八
二
二
】

企
夏
田
植
仕
前
よ
り
、
諏
訪
湖
度
々
満
水
|
(
『
諏
訪
湖
氾
濫
三
百
年
史
』
四
三
頁
)
企
七
月
、
洪
水
|
(
今
井
白
鳥
編
『
近
世
郷
土

n
4
U
 

年
表
』
一
二
六
頁
)
|
(
『
泰
阜
村
誌
』
上
巻
三
六
八
頁
)

【
文
政
六
年
・
一
八
二
三
】

A
夏
田
植
初
め
、
諏
訪
湖
満
水
致
、
引
水
に
植
付
け
、
夏
中
日
照
り
、
土
用
前
満
水
い
た
し
|
(
『
諏
訪
湖
氾
濫
三
百
年
史
』
二
一
・
四

三
頁
)

【
文
政
七
年
・
一
八
二
四
】

企
田
植
頃
、
諏
訪
湖
満
水
|
(
『
諏
訪
湖
氾
濫
三
百
年
史
』
二
一
頁
)

【
文
政
八
年
・
一
八
二
五
】

企
五
月
、
諏
訪
湖
大
満
水
|
(
『
諏
訪
湖
氾
濫
三
百
年
史
』
二
二
・
四
三
頁
)

A
五
月
、
大
満
水
。
天
竜
川
、

田
原
に
切
り
込
む
|

(
『
東
春
近
村
誌
』
六
六
二
頁
)
企
七
月
、
長
雨
|
(
『
泰
阜
村
誌
』
上
巻
三
六
八
頁
)



【
文
政
九
年
・
一
八
二
六
】

A
四
月
上
旬
、
諏
訪
湖
満
水
。
九
月
、
出
水

l
(『
諏
訪
湖
氾
濫
三
百
年
史
』
二
二
・
四
三
頁
)
企
洪
水
|
(
『
南
箕
輪
村
誌
』
下
巻
四

四
九
頁
)

【
文
政
一

O
年
・
一
八
二
七
】

企
四
月
八
日
、
洪
水
。
六
月
二
三
日
、
大
洪
水
に
て
松
川
上
下
橋
落
つ
。
閏
六
月
三
日
夜
大
雨
に
て
板
橋
落
ち
天
竜
へ
流
る
。
七
月
一
目
、

大
満
水
|
(
今
井
白
鳥
編
『
近
世
郷
土
年
表
』
二
三

(
『
赤
須
・
上
穂
旧
記
録
紗
』
二
六
O
頁
)
企
四
月
八
日
、
五
月
九
日
、
洪
水
。
六
月
二
三
日
、
大
洪
水
。
七
月
、
大
洪
水
|
(
『
泰
阜
村

誌
』
上
巻
三
六
八
頁
)
企
七
月
一
日
、
大
満
水
。
各
地
に
損
害
あ
り
、
松
洞
山
押
し
出
し
愛
宕
洞
の
車
屋
三
軒
流
失
|
(
今
井
白
鳥
編

『
近
世
郷
土
年
表
』
二
三
四
頁
)
|
(
村
沢
武
夫
編
『
伊
那
谷
の
災
害
と
凶
作
』

一
O
三
頁
)
企
七
月
一
日
、
大
満
水
に
て
川
端
通
り
の

-37-

村
々
水
損
。
遠
国
も
大
水
損
|
(
『
箕
輪
町
誌
』
歴
史
編
九
六
四
頁
)
企
八
月
検
見
中
に
諏
訪
湖
大
満
水
|
(
『
諏
訪
湖
氾
濫
三
百
年
崖

二
二
・
四
三
頁
)
企
大
満
水
|
(
『
清
内
路
村
誌
』
下
巻
一
八
五
頁
)

【
文
政
一
一
年
・
-
八
二
八
】

企
五
月
よ
り
八
月
ま
で
、
雨
天
に
て
諏
訪
湖
度
々
満
水
。
田
方
一
円
に
無
御
座
候
、
前
代
未
聞
の
不
作
|
(
『
諏
訪
湖
氾
濫
三
百
年
史
』

二
一
了
四
三
頁
)
企
五
月
八
日
か
ら
一

O
固
ま
で
降
雨
、
天
竜
川
洪
水
の
た
め
南
・
北
下
平
村
田
地
四
町
七
反
歩
余
を
失
う

l
(『
駒
ケ

根
市
誌
』
別
編
年
表
四
七
三
頁
)
企
五
月
九
日
、
洪
水
。
松
川
の
川
除
決
壊
す
る
|
(
今
井
白
鳥
編
『
近
世
郷
土
年
表
』
二
三
六
頁
)
。

大
洪
水
、
座
光
寺
か
ら
入
っ
た
天
竜
川
は
飯
招
へ
押
し
抜
け
る
。
座
光
寺
堤
防
全
部
流
失
|
(
『
上
郷
史
便
覧
』

一
四
頁
)
企
五
月
、
桐

久
保
沢
(
大
河
原
)
氾
濫
。
遠
山
八
幡
社
流
失
ほ
か
田
畑
流
失
。
こ
の
年
二
回
洪
水
あ
り
|
(
『
大
鹿
村
誌
』
中
巻
七
九
四
一
息
企
五
月
、

天
竜
川
洪
水
、
新
田
流
失
す
。
七
月
、
大
洪
水
|
(
唐
沢
貞
治
郎
『
上
伊
那
郡
史
』
六
八
九
頁
)
、
こ
の
時
古
寺
下
の
叶
屋
方
の
井
戸
辺



ま
で
天
竜
川
浸
水
す
|
(
『
川
路
村
誌
』

一
九
一
頁
)
企
五
月
よ
り
七
月
ま
で
、
天
竜
川
を
は
じ
め
大
田
切
川
等
洪
水
度
々
に
て
田
畑
道

橋
流
失
多
し
|
(
『
赤
須
・
上
穂
旧
記
録
妙
』
二
六
二
頁
)

A
七
月
一
日
、
大
満
水
。
こ
の
時
川
路
村
古
寺
下
ま
で
天
竜
川
浸
水
、
子
の

大
満
水
と
い
う
|
(
今
井
白
鳥
編
『
近
世
郷
土
年
表
』
二
三
六
頁
)
!
(
村
沢
武
夫
編
『
伊
那
谷
の
災
害
と
凶
作
』

一
O
三
頁
)

&
六
月
七
日
夜
、
豪
雨
に
よ
り
沢
底
川
が
氾
濫
し
、
赤
羽
村
の
橋
が
流
さ
れ
、
川
欠
八
か
所
、
砂
押
し
五
か
所
|
(
『
辰
野
町
誌
』
歴
史

編
九
五
五
頁
・
民
野
町
誌
刊
行
委
員
会
・
一
九
九

O
)
企
七
月
、
当
月
中
大
雨
で
中
田
切
橋
流
失
。
ま
た
上
穂
村
で
も
被
害
、
道
橋
等
流

失
(
『
駒
ケ
根
市
誌
』
別
編
年
表
四
七
三
頁
)
。
洪
水
、
別
府
山
道
城
屋
垣
外
に
て
三

O
間
欠
流
れ
通
行
不
能
|
(
『
上
郷
史
便
覧
』

一
四
頁
)
大
洪
水
(
『
泰
阜
村
誌
』
上
巻
三
六
八
頁
)
企
洪
水
|
(
『
南
箕
輪
村
誌
』
下
巻
四
四
九
頁
)
企
大
満
水
(
『
清
内
路
村

誌
』
下
巻
一
八
五
頁
)

ー
(
参
考
)
『
喬
木
村
誌
』
五
三
九
頁
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【
文
政
一
二
年
・
一
八
二
九
】

企
六
月
、
洪
水
|
(
『
泰
阜
村
誌
』
上
巻
三
六
八
頁
)
企
こ
の
年
中
、
大
田
切
橋
流
失
八
回

l
(『
赤
須
・
上
穂
旧
記
録
紗
』
二
五
六
一
息

&
洪
水
|
(
『
南
箕
輪
村
誌
』
下
巻
四
四
九
頁
)

【
天
保
元
年
・
一
八
三
一

O
】

企
五
月
九
日
、
大
田
切
川
橋
流
失
。
八
月
八
日
、
洪
水
。
大
田
切
橋
流
失
!
(
『
赤
須
・
上
穂
旧
記
録
紗
』
二
六
六
頁
)
企
田
植
中
よ
り
、

諏
訪
湖
満
水

=jJ 

諏
訪
湖
氾
濫

百
年
史
色直

四

頁

【
天
保
三
年
・
一
八
三
二
】

企
土
用
前
、
諏
訪
湖
満
水
両
度
|
(
『
諏
訪
湖
氾
濫
三
百
年
史
』
二
二
・
四
四
頁
)
企
夏
諜
雨
、
洪
水
あ
り
|
(
唐
沢
貞
治
郎
『
上
伊

那
郡
史
』
六
八
九
頁
)
企
夏
以
来
霧
雨
降
り
続
き
、
時
々
洪
水
あ
り
(
『
赤
須
・
上
穂
旧
記
録
抄
』
二
六
八
頁
)
(
村
沢
武
夫
編



『
伊
那
谷
の
災
害
と
凶
作
』

一O
三
頁
)

【
天
保
五
年
・
一
八
三
四
】

企
八
月
一
六
日
、
洪
水
|
(
今
井
白
鳥
編
『
近
世
郷
土
年
表
』
二
五
五
頁
)
l
q泰
皐
村
誌
』
上
巻
三
六
八
頁
)
企
八
月
、
洪
水
|

(
『
南
箕
輪
村
誌
』
下
巻
四
四
九
頁
)
|
(
村
沢
武
夫
編
『
伊
那
谷
の
災
害
と
凶
作
』

一O
四
頁
)

【
天
保
六
年
・
一
八
三
五
】

企
田
植
前
後
に
、
諏
訪
湖
両
度
満
水
。
又
田
植
後
四
五
日
出
水
致
、
其
上
出
穂
に
度
々
満
水
致
|
(
『
諏
訪
湖
氾
濫
三
百
年
史
』
二
二
・

四
四
頁
)
企
七
月
六
日
夜
、
大
雨
・
出
水
。
松
川
下
橋
流
失
、
上
橋
も
損
す
|
(
今
井
白
鳥
編
『
近
世
郷
土
年
表
』
二
五
八
頁
)
企
七

月
六
・
七
日
、
大
風
雨
。
八
月
五
日
、
洪
水
|
(
『
泰
車
村
誌
』
上
巻
三
六
八
頁
)
&
八
月
五
日
及
び
一
三
日
夜
に
は
大
風
あ
り
、
大
木

頁
)
企
八
月
一

O
日
よ
り
一
三
日
ま
で
大
風
雨

1
(村
沢
武
夫
編
『
伊
那
谷
の
災
害
と
凶
作
』

一O
四
頁
)

所
々
に
破
損
多
く
、
稲
作
吹
き
木
倒
さ
る
。
山
付
の
地
特
に
酷
だ
し
、
騒
動
所
々
に
起
る
|
(
唐
沢
貞
治
郎
『
上
伊
那
郡
史
』
六
八
九

企
大
洪
水
で
被
害
|
(
『
喬
木
村
誌
』
五
四
一
頁
)

【
天
保
七
年
・
一
八
一
二
六
】

企
四
月
九
日
、
大
洪
水
。
田
原
長
蔵
島
流
亡
(
『
東
春
近
村
誌
』
六
六
二
頁
)
。
松
川
上
橋
南
詰
橋
鞍
損
す
|
(
今
井
白
鳥
編
『
近
世

郷
土
年
表
』
二
六

O
頁
)
企
四
月
、
七
月
二
日
、
洪
水
。
八
月
二
二
日
、
洪
水
|
(
『
南
箕
輪
村
誌
』
下
巻
四
四
九
頁
)
企
四
月
、
大
雨

洪
水
。
七
月
二
日
、
大
雨
で
洪
水
。
所
々
に
山
崩
れ
、
山
抜
等
が
あ
り
被
害
甚
大
|
(
『
赤
須
・
上
穂
旧
記
録
紗
』
二
七
七
頁
)
|
〈
村

沢
武
夫
編
『
伊
那
谷
の
災
害
と
凶
作
』

一
O
四
頁
)
企
六
月
二
七
日
、
暁
大
雨
。
七
月
二
日
、
山
崩
れ
あ
り
北
方
材
新
井
筋
へ
押
し
出
す
。

八
月
二
二
日
、
洪
水
、

一
四
日
殊
に
烈
し
。
米
一
俵
暴
騰
す
|
(
今
井
白
鳥
編
『
近
世
郷
土
年
表
』
二
五
一
・
二
六
二
頁
〉
企
一

O
月

よ
り
大
雨
続
き
中
旬
よ
り
雨
降
り
、
諏
訪
湖
度
々
満
水
(
『
諏
訪
湖
氾
濫
三
百
年
史
』
二
二
・
四
四
頁
)



一一

【
天
保
九
年
・
一
八
三
七
】

企
四
月
二
九
日
、
大
雨
・
洪
水
で
、
米
価
が
再
び
高
く
な
り
、
金
十
両
に
米
十
三
俵
と
な
る
。
閏
四
月
二
四
日
か
ら
二
六
日
ま
で
、
大
雨

降
り
続
く
。
大
田
切
川
橋
が
流
失
|
(
『
赤
須
・
上
穂
旧
記
録
紗
』
二
八
一
頁
)

A
四
月
二
九
日
、
大
雨
・
洪
水
。

一
O
月
、
大
洪
水
。

村
々
被
害
多
し

l
(『
泰
阜
村
誌
』
上
巻
三
六
八
頁
)
企
四
月
二
九
日
、
大
雨
・
大
洪
水
|
(
今
井
白
鳥
編
『
近
世
郷
土
年
表
』
二
七

八
頁
)
。
幕
府
の
洪
水
奉
行
伊
那
一
円
視
察
|
(
村
沢
武
夫
編
『
伊
那
谷
の
災
害
と
凶
作
』

一O
四
頁
)

【
天
保
一

O
年
・
一
八
三
九
】

A
四
月
一
五
日
、
七
日
、
大
雨
洪
水
。
沖
前
庚
申
田
よ
り
切
り
込
み
、
田
原
へ
押
し
流
す

l
(『
東
春
近
村
誌
』
六
六
二
頁
)
&
四
月
一

九
日
夜
大
雨
に
て
出
水
。
松
川
上
の
橋
落
つ
|
(
今
井
白
鳥
編
『
近
世
郷
土
年
表
』
二
八
一
頁
)
|
(
村
沢
武
夫
編
『
伊
那
谷
の
災
害

と
凶
作
』

一
O
四
頁
)
企
植
付
前
、
諏
訪
湖
満
水

l
(『
諏
訪
湖
氾
濫
三
百
年
史
』
二
二
・
四
四
頁
)
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門
天
保
一
一
年
・
一
八
四
O
】

企
植
付
末
よ
り
諏
訪
湖
度
々
満
水
|
(
『
諏
訪
湖
氾
濫
三
百
年
史
』
二
二
・
四
四
頁
)
企
八
月
、
菅
沼
村
降
雨
出
水
の
た
め
川
除
数
カ
所

流
失
。
見
分
を
願
い
出
る

l
(『
駒
ケ
根
市
誌
』
別
編
年
表
四
九
七
頁
)

【
天
保
一
二
年
・
一
八
四
一
】

企
三
月
一
七
日
、
洪
水
|
(
『
泰
阜
村
誌
』
上
巻
三
六
九
頁
)
。
天
竜
川
出
水
。
座
光
寺
の
川
除
危
険
に
つ
き
牛
篭
に
て
防
ぐ

l
(村
沢

武
夫
編
『
伊
那
谷
の
災
害
と
凶
作
』

一
O
四
頁
)
企
植
付
前
、
諏
訪
湖
大
満
水
。
八
月
よ
り
十
一
月
迄
雨
降
り
続
き
、
秋
初
め
よ
り
末
ま

で
六
十
日
ほ
ど
降
り
申
候
|
(
『
諏
訪
湖
氾
濫
三
百
年
史
』
二
二
・
四
四
頁
)
&
五
月
一
九
日
、
洪
水
、
沖
前
へ
切
り
込
む
。
八
月
下
殿

島
前
よ
り
切
り
込
み
、
田
原
新
田
四
十
二
軒
浸
水
|
(
『
東
春
近
村
誌
』
六
六
二
頁
)
企
大
洪
水
被
害

i
(『
喬
木
村
誌
』
五
四
一
一
員
)

【
天
保
一
三
年
・
-
八
四
二
】



A
植
付
後
、
諏
訪
湖
大
満
水
|
(
『
諏
訪
湖
氾
濫
三
百
年
史
』
二
二
・
四
四
頁
)
企
五
月
一
四
日
か
ら
一
七
日
ま
で
大
雨
。
天
竜
川
工
事

に
よ
り
南
・
北
下
平
村
、
川
除
二
五
間
・
藤
篭
五
本
流
失
、
田
畑
二

O
町
歩
余
に
被
害
が
及
ぶ
|
(
『
駒
ケ
根
市
誌
』
坦
編
年
表
五

O
一

頁
)
企
五
月
一
七
日
、
洪
水
|
(
今
井
白
鳥
編
『
近
世
郷
土
年
表
』
二
九
三
頁
)
|
(
『
泰
阜
村
誌
』
上
巻
三
六
九
頁
)
&
五
月
一
七
日
、

洪
水
。
五
月
二
二
日
、
上
飯
田
村
羽
場
欠
崩
と
な
る
|
(
村
沢
武
夫
編
『
伊
那
谷
の
災
害
と
凶
作
』

一O
四
頁
)

【
天
保
一
四
年
・
一
八
四
三
】

企
七
月
末
よ
り
八
月
ま
で
二

O
日
程
の
う
ち
し
け
に
な
り
、
諏
訪
湖
満
水
|
(
『
諏
訪
湖
氾
濫
三
百
年
史
』
四
四
頁
)

【
弘
化
三
年
・
一
八
四
六
】

A
閏
五
月
一
日
、
大
風
雨
・
洪
水
、
諸
橋
流
失
す
。
五
十
年
来
大
荒
れ
と
云
は
る

l
(村
沢
吟
治
郎
編
『
赤
須
・
上
穂
旧
記
録
妙
』
二

八
六
頁
・
青
山
社
・
一
九
八
一
)

-41-

【
弘
化
四
年
・
一
八
四
七
】

&
三
月
七
日
・
八
日
、
大
雨
降
り
洪
水
起
こ
る
|
(
『
赤
須
・
上
穂
旧
記
録
妙
』
二
八
七
頁
)
。
大
洪
水
|
(
今
井
白
鳥
編
『
近
世
郷
土

年
表
』
三
二

O
頁
)
l
(『
泰
阜
村
誌
』
上
巻
三
六
九
頁
)
企
三
月
、
大
洪
水
|
(
村
沢
武
夫
編
『
伊
那
谷
の
災
害
と
凶
作
』
一

O
四
頁
)

【
嘉
永
元
年
・
一
八
四
八
】

&
田
植
後
よ
り
、
諏
訪
湖
満
水
度
々
|
(
『
諏
訪
湖
氾
濫
三
百
年
史
』
二
二
・
四
四
頁
)
企
六
月
、
大
洪
水
。
殿
島
、
田
原
に
大
被
害
水

死
者
あ
り

l
(『
東
春
近
村
誌
』
六
六
二
頁
)
|
(
『
赤
須
・
上
穂
旧
記
録
紗
』
二
八
八
頁
)
企
六
月
、
天
竜
川
大
洪
水
|
(
『
南
箕
輪

村
誌
』
下
巻
四
四
九
頁
)

【
嘉
永
二
年
・
一
八
四
九
】

企
閏
四
月
二
四
日
、
大
田
切
川
出
水
。
身
延
山
参
詣
の
九
州
肥
前
長
崎
の
一
行
中
、
女
人
一
人
水
死

1
(『
駒
ケ
根
市
誌
』
別
編
年
表
五



一
六
頁
)
企
田
植
後
よ
り
、
諏
訪
湖
満
水
(
『
諏
訪
湖
氾
濫
三
百
年
史
』
二
二
・
四
四
頁
)

【
嘉
永
三
年
・
一
八
五

O
】

企
田
植
前
よ
り
六
月
迄
の
内
、
諏
訪
湖
度
々
満
水
。
両
度
ま
で
土
手
切
れ
申
候
|
(
『
諏
訪
湖
氾
濫
三
百
年
史
』
二
二
・
四
四
頁
)
企
五

月
下
旬
よ
り
霧
雨
、
六
月
洪
水
引
き
続
き
雨
天
。
七
月
一
一
一
日
、
洪
水

l
(『
赤
須
・
上
穂
旧
記
録
紗
』
二
八
九
頁
)
|
(
今
井
白
鳥
編

『
近
世
郷
土
年
表
』
一
二
二
六
頁
)
企
六
月
一
七
日
、
田
原
大
川
除
、
大
牛
七
八
疋
、
枠
九
三
組
、
菱
牛
二

O
疋
、
人
足
七
、

O
四
八
人
、

蛇
篭
四
三

O
本
流
れ
る
。
七
月
二
一
日
、
八
月
九
日
、
洪
水
|
(
『
東
春
近
村
誌
』
六
六
二
頁
)
企
六
月
、
七
月
二
一
日
、
洪
水
。
田
畑

村
普
請
所
大
破
|
(
『
南
箕
輪
村
誌
』
下
巻
四
四
九
頁
)

A
八
月
八
日
、

一
O
日
、
大
洪
水
|
(
今
井
白
鳥
編
『
近
世
郷
土
年
表
』
三

二
六
頁
)
。
天
竜
川
大
洪
水
。
河
東
村
々
山
崩
れ
田
畑
流
出
多
く
、
大
草
よ
り
満
島
ま
で
山
抜
四
二

O
か
所

l
(上
郷
史
便
覧
』
一
一
一

tg

企一

O
月
三
日
、
洪
水
。
今
回
渡
船
場
用
水
路
大
破
|
(
『
泰
阜
村
誌
』
上
巻
三
六
九
頁
)
企
六
・
七
・
八
月
、
洪
水
|
(
『
清
内
路
村
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誌
』
下
巻
一
八
五
頁
)

【
嘉
永
四
年
・
一
八
五
一
】

企
八
月
一
日
、
洪
水
|
(
今
井
白
鳥
編
『
近
世
郷
土
年
表
』
三
二
八
頁
)
|
(
『
泰
阜
村
誌
』
上
巻
三
六
九
頁
)

【
嘉
永
五
年
・
一
八
五
二
】

企
八
月
一
六
日
、
大
風
雨
。
諸
橋
流
失

1
(『
赤
須
・
上
穂
旧
記
録
紗
』
二
九
O
頁
)
企
八
月
一
六
日
、
大
洪
水
。
被
害
多
し
|
(
今

井
白
鳥
編
『
近
世
郷
土
年
表
』
一
二
三

O
頁
)
|
(
『
泰
阜
村
誌
』
上
巻
三
六
九
頁
)
&
八
月
二
三
日
、
諏
訪
湖
満
水
|
(
『
諏
訪
湖
氾
濫

三
百
年
史
』
二
二
・
四
四
頁
)

A
大
水
に
て
加
賀
沢
橋
流
失
|
(
『
上
郷
史
便
覧
』
二
一
頁
)

【
安
政
元
年
・
一
八
五
四
】

企
六
月
一
九
日
、
大
雨
・
洪
水

l
(『
赤
須
・
上
穂
旧
記
録
妙
』
二
九
一
頁
)
企
七
月
五
日
か
ら
八
日
の
大
雨
に
よ
り
洪
水
被
害
出
る
。



小
町
屋
村
流
失
耕
地
面
積
二
町
四
反
四
畝
二
二
歩
・
分
米
三
四
石
九
斗
六
升
三
合
|
(
『
駒
ケ
根
市
誌
』
別
編
五
二
六
一
良
)
企
七
月
七
日
、

洪
水
|
(
『
泰
阜
村
誌
』
上
巻
三
六
九
頁
)
・
八
月
、
諏
訪
西
筋
水
損
|
(
『
長
野
県
史
』
近
世
史
料
編
第
三
巻
五
七
四
号
文
書
)
企
土

用
前
に
、
諏
訪
湖
大
満
水
!
(
『
諏
訪
湖
氾
濫
三
百
年
史
』
二
二
・
四
四
頁
)

【
安
政
三
年
・
一
八
五
六
】

企
七
月
、
満
水
。
田
畑
被
害
大
|
(
村
沢
武
夫
編
『
伊
那
谷
の
災
害
と
凶
作
』

一
O
五
頁
)

A
八
月
末
に
至
り
、
諏
訪
湖
満
水
い
た
し

上
筋
大
荒
に
候

l
(『
諏
訪
湖
氾
濫
三
百
年
史
』
二
二
・
四
四
頁
)

【
安
政
四
年
・
一
八
五
七
】

企
四
月
二
七
日
、
洪
水
。
松
川
の
橋
皆
落
っ
、
与
右
衛
門
の
家
流
失
|
(
今
井
白
鳥
編
『
近
世
郷
土
年
表
』
三
三
五
頁
)
|
(
『
川
路
村

詰
時
』

一
九
一
頁
)
。
大
満
水
|
(
『
清
内
路
村
誌
』
下
巻
一
八
五
頁
)
企
四
月
二
八
日
、
大
荒
れ
。
閏
五
月
一
七
日
、
大
洪
水
。
子
年
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(
文
政
二
年
H

一
八
二
八
)
以
来
三
十
年
目
の
大
洪
水
と
い
わ
れ
、
こ
の
年
の
洪
水
回
数
は
五
回
に
及
び
被
害
が
多
か
っ
た
の
で
、
藩

主
は
見
分
に
出
か
け
た
|
(
『
東
春
近
村
誌
』
六
六
三
頁
)
企
五
月
一
五
日
よ
り
大
雨
降
り
続
き
、
諏
訪
湖
何
年
に
も
不
覚
大
満
水

l

(
『
諏
訪
湖
氾
濫
三
百
年
史
』
一
三
一
・
四
五
頁
)
企
五
月
一
七
・
一
八
日
、
七
月
一
一
六
日
大
洪
水
。
天
竜
川
・
大
泉
川
満
水

l
(『
南
箕
輪

村
誌
』
下
巻
四
四
九
頁
)
企
五
月
一
八
日
、
八
月
一
日
、
洪
水
|
(
『
泰
阜
村
誌
』
上
巻
三
六
九
頁
)
&
閏
五
月
一
六
日
か
ら
大
雨
、
天

竜
川
大
増
水
。
大
平
水
損
、
団
地
半
分
ほ
ど
も
流
失
の
由
、

一
八
日
、
天
竜
川
大
満
水
。
菅
沼
村
前
河
原
残
ら
ず
流
失
|
(
『
駒
ケ
根
市

誌
』
別
編
年
表
五
三
四
頁
)
企
五
月
か
ら
七
月
に
か
け
て
大
洪
水
(
『
伊
那
市
史
』
歴
史
編
二
二
三
頁
・
伊
那
市
史
刊
行
会
・
一
九

八
四
)
企
間
五
月
一
七
日
、
大
洪
水
あ
り
天
竜
川
氾
濫
甚
だ
し
く
、
一
一
一
日
町
澄
心
寺
山
崩
れ
損
害
あ
り
|
(
唐
沢
貞
治
郎
『
上
伊
那
郡

史
』
六
九
一
頁
)
&
閏
五
月
一
七
日
・
一
八
日
、
大
雨
洪
水
。
下
平
大
被
害
、
流
死
一
人
。
七
月
二
九
日
、
大
雨
洪
水
。
西
山
大
荒
れ
、

大
田
切
川
へ
流
木
山
の
ご
と
く
押
し
出
す
、
上
穂
石
川
へ
大
井
切
れ
込
み
、
古
田
切
北
下
平
へ
浸
く
|
(
『
赤
須
・
上
穂
旧
記
録
紗
』
二



九
二
頁
)
企
閏
五
月
一
八
日
、
連
日
の
大
雨
、
天
竜
大
満
水
。
子
年
以
来
の
出
水
と
い
う
|
(
今
井
白
鳥
編
『
近
世
郷
土
年
表
』
一
二
三

六
頁
)

A
六
月
一
七
日
夜
か
ら
一
八
日
に
か
け
て
藤
沢
川
が
大
増
水
大
荒
れ
と
な
る
。
川
欠
砂
押
し
な
ど
多
く
、
黒
沢
川
も
氾
濫
石
を
山

の
ご
と
く
押
し
出
し
、
砂
押
し
は
中
条
ま
で
続
い
た
|
〈
『
高
遠
町
誌
』
上
巻
歴
史
二
|
五
四
二
頁
)
&
七
月
一
一
一
一
一
目
、
大
雷
雨
、
下

平
出
水
被
害
出
る
。
中
田
切
川
で
瀬
越
人
足
・
旅
人
と
も
流
死
の
由
|
(
『
駒
ケ
根
市
誌
』
別
編
年
表
五
三
四
頁
)
企
八
月
一
目
、
洪
水

流
失
家
屋
あ
り
。
松
川
橋
流
失

l
(今
井
白
鳥
編
『
近
世
郷
土
年
表
』
一
三
ニ
ム
ハ
頁
)
企
天
竜
川
洪
水
。
三
日
町
澄
心
寺
山
崩
れ
|

(
『
箕
輪
町
誌
』
歴
史
編
九
六
四
頁
)
。
洪
水
に
よ
り
柿
木
島
橋
(
永
代
橋
)
流
失
|
(
『
上
郷
史
便
覧
』
二
三
頁
)

【
安
政
五
年
・
一
八
五
八
】

企
五
月
半
ば
、
大
満
水

l
(『
清
内
路
村
誌
』
下
巻
一
八
五
頁
)
企
田
植
後
よ
り
八
月
ま
で
、
諏
訪
湖
度
々
満
水
致
雨
天
続
き
候

l

(
『
諏
訪
湖
氾
濫
三
百
年
史
』
二
三
・
四
五
頁
)
企
六
月
二
一
日
、
洪
水
|
(
今
井
白
鳥
編
『
近
世
郷
土
年
表
』
三
三
八
頁
)
企
八
月
、
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大
田
切
川
洪
水
。
上
の
井
口
損
壊
|
(
『
駒
ケ
根
市
誌
』
別
編
年
表
丑
三
七
頁
)

【
安
政
六
年
・
一
八
五
九
】

企
五
月
一
五
日
、
大
洪
水
。
文
化
四
年
来
の
洪
水
と
い
う
。
七
月
、
大
鹿
方
面
大
洪
水

l
(村
沢
武
夫
編
『
伊
那
谷
の
災
害
と
凶
作
』

一
O
五
頁
)
企
七
月
、
洪
水
|
(
『
赤
須
・
上
穂
旧
記
録
妙
』
二
九
四
頁
)
|
(
今
井
白
鳥
編
『
近
世
郷
土
年
表
』
三
三
九
頁
)
企
九
月
、

諏
訪
湖
満
水
|
(
『
諏
訪
湖
氾
濫
三
百
年
史
』
一
二
三
頁
)

【
万
延
元
年
・
一
八
六

O
】

A
五
月
五
日
、
諏
訪
湖
大
満
水
。
五
月
一
一
日
よ
り
一
二
日
ま
で
、
大
風
・
大
雨
|
(
『
諏
訪
湖
氾
濫
三
百
年
史
』
二
三
・
四
五
頁
)

企
五
月
五
日
、
大
満
水
。
五
月
一
一
日
、
洪
水
。
五
月
二
八
日
、
橋
下
欠
け
落
ち
徹
夜
欠
け
留
め
作
業
、
田
原
に
て
は
一
六
六
俵
取
り
流

れ
る
。
土
蔵
一
ケ
所
流
れ
る
|
(
『
東
春
近
村
誌
』
六
六
三
頁
)
企
五
月
六
日
、
こ
の
日
大
雷
雨
、

二
日
ま
で
降
り
続
き
下
平
村
に
大



水
害
。

一
九
日
、
赤
須
・
上
一
穂
両
町
、
雨
止
み
を
願
っ
て
五
十
鈴
社
で
祈
祷
執
行
|
(
『
駒
ケ
根
市
誌
』
別
編
五
四
三
頁
)
企
五
月
一

0
・

二
日
、
天
竜
川
洪
水
|
(
『
南
箕
輪
村
誌
』
下
巻
四
四
九
頁
)
企
五
月
二
日
、
数
日
来
大
雨
降
り
続
き
洪
水
。
五
月
一
五
日
、
大
田

切
川
大
洪
水
に
て
下
平
川
除
林
上
よ
り
、
下
平
へ
切
込
み
北
下
平
に
て
田
畑
流
失
頗
る
多
し
、
文
化
四
年
の
洪
水
以
上
と
言
わ
れ
る

(
『
赤
須
・
上
穂
旧
記
録
紗
』
二
九
五
頁
)
&
五
月
五
日
か
ら
一
四
日
の
降
雨
で
、
天
竜
川
が
満
水
と
な
り
阿
島
堤
防
は
決
壊
し
阿
島
新
田

は
ほ
と
ん
ど
流
失
(
『
喬
木
村
誌
』
五
四
一
・
五
四
三
頁
)
&
五
月
一
一
日
、
暴
風
雨
、
天
竜
川
洪
水
田
畑
流
失
。

一
五
日
、
ま
た
洪

水
|
(
今
井
白
鳥
編
『
近
世
郷
土
年
表
』
三
四
八
頁
)
企
五
月
一
五
日
、
暴
風
雨
、
天
竜
川
満
水
田
畑
流
失
多
し
。
三
月
よ
り
七
月
ま

で
雨
続
き
凶
作

i
(村
沢
武
夫
編
『
伊
那
谷
の
災
害
と
凶
作
』

一
O
五
頁
)
企
五
月
一
一
日
か
ら
一
五
日
、
洪
水
!
(
『
泰
阜
村
誌
』

上
巻
三
六
九
頁
)

企
七
月
、
洪
水
|
(
『
赤
須
・
上
穂
旧
記
録
抄
』
二
九
七
頁
)
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【
文
久
元
年
・
一
八
六
一
】

【
文
久
二
年
・
一
八
六
二
】

企
七
月
、
洪
水

1
(『
南
箕
輪
村
誌
』
下
巻
四
四
九
頁
)
企
六
月
二
二
日
、
大
皐
魅
中
の
と
こ
ろ
雨
降
る
。
七
月
五
日
、
洪
水
|
(
村

沢
武
夫
編
『
伊
那
谷
の
災
害
と
凶
作
』

一
O
五
頁
)
企
七
月
一
五
日
、
洪
水
|
(
今
井
白
鳥
編
『
近
世
郷
土
年
表
』
三
五
一
頁
)
|

(
『
泰
阜
村
誌
』
上
巻
三
六
九
頁
)

【
元
治
元
年
・
一
八
六
四
】

A

四
月
、
大
雨
に
よ
り
大
田
切
井
大
破
|
(
『
駒
ケ
根
市
誌
』
別
編
五
五
五
頁
)

【
慶
応
元
年
・
一
八
六
五
】

企
五
月
一
五
日
夜
か
ら
一
八
日
ま
で
降
雨
、
諸
川
洪
水
。
小
町
屋
村
田
畑
二
二
町
歩
程
流
失
、
往
還
橋
な
ど
九
か
所
流
失
。
五
月
水
害
に



よ
る
被
害
、
南
下
平
村
流
失
家
屋
八
軒
(
四
O
人
)

-
北
下
平
村
流
失
家
屋
八
軒
(
四
O
人
)
l
(『
駒
ケ
根
市
誌
』
別
編
年
表
五
五
九

頁
)
企
五
月
一
六
・
一
七
日
、
天
竜
川
・
大
泉
川
満
水
|
(
『
南
箕
輪
村
誌
』
下
巻
四
四
九
頁
)
企
五
月
一
七
日
、
大
満
水
|
(
『
東
春

近
村
誌
』
六
六
三
頁
)
。
大
雨
の
た
め
藤
沢
川
が
大
洪
水
と
な
り
、
大
き
な
被
害
を
出
す
|
(
『
高
遠
町
誌
』
上
巻
歴
史
二
|
五
四
三

頁
)
。
一
般
洪
水
、
こ
の
時
西
岸
寺
(
飯
島
町
)
朱
印
地
大
島
田
畑
悉
く
流
失
す
|
(
唐
沢
貞
治
郎
『
上
伊
那
郡
史
』
六
九
一
頁
)
。
六
月

一
五
日
か
ら
一
六
日
、
洪
水

l
(今
井
白
鳥
編
『
近
世
郷
土
年
表
』
三
五
八
頁
)
(
『
泰
阜
村
誌
』
上
巻
三
六
九
頁
)
企
五
月
、
洪
水
。

上
伊
那
地
方
被
害
あ
り
|
(
『
箕
輪
町
誌
』
歴
史
編
九
六
四
頁
)
企
閏
五
月
一
七
日
、
豪
雨
・
大
洪
水

i
(今
井
白
鳥
編
『
近
世
郷
土

年
表
』
三
五
八
頁
)
。
大
田
切
川
の
本
踊
が
下
平
井
筋
に
切
込
む
、
田
沢
川
又
満
水
。
六
月
一
五
日
、
再
洪
水

l
(『
赤
須
・
上
穂
旧
記

録
妙
』
二
九
九
頁
)
企
閏
五
月
、
洪
水
に
て
加
賀
沢
・
野
底
橋
流
失
|
(
『
上
郷
史
便
覧
』
二
八
頁
)

A
六
月
一
五
・
六
日
、
洪
水
。
正

徳
未
満
水
以
来
一
五

O
年
自
の
大
満
水
と
い
う
|
(
村
沢
武
夫
編
『
伊
那
谷
の
災
害
と
凶
作
』
七
四
・
一

O
五
頁
)
企
夏
中
長
雨
で
度
々
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出
水
。
字
鞍
馬
も
氾
濫
、
団
地
に
土
砂
が
入
る
|
(
『
喬
木
村
誌
』
五
四
四
頁
)
企
大
満
水
|
(
『
清
内
路
村
誌
』
下
巻
一
八
五
頁
)

【
慶
応
二
年
・
一
八
六
六
】

企
七
月
、
洪
水
。
中
殿
島
、
下
殿
島
を
貫
流
す
。
八
月
七
日
、
大
風
雨
・
洪
水
。
沖
前
よ
り
切
り
込
み
田
原
へ
押
し
流
す
|
(
『
東
春
近

村
誌
』
六
六
三
頁
)
企
八
月
七
日
、
大
暴
風
雨
。

一
五
日
再
び
大
風
|
(
『
大
鹿
村
誌
』
中
巻
七
九
四
頁
)
企
八
月
一
五
日
、
大
風
雨
|

え
え
白
鳥
編
『
近
世
郷
土
年
表
』
三
六
O
頁
)
l
(『
泰
阜
村
誌
』
上
巻
三
六
九
頁
)



ー
近

代

【
明
治
元
年
H

一
八
六
八
】

企
閏
四
月
二
八
日
よ
り
洪
水
。
三
峰
川
、
天
竜
川
特
別
大
洪
水
、
世
に
辰
の
荒
れ
、
辰
の
不
作
と
い
う
。
五
月
四
日
、
作
十
島
欠
流
、
殿

島
橋
四

O
間
流
れ
る
。
五
月
一
九
日
、
大
洪
水
。
九
平
島
よ
り
下
河
原
へ
切
り
込
む
、
文
彦
右
衛
門
島
へ
切
り
込
み
。
沢
渡
村
、
表
木
村

へ
も
切
り
込
む
。
五
月
二

O
一
目
、
灰
原
下
六

O
俵
取
り
欠
流
。
八
月
一
日
、
大
満
水
。
辰
の
満
水
|
(
『
東
春
近
村
誌
』
六
六
三
頁
)

企
閏
四
月
中
旬
よ
り
雨
天
が
ち
、
二
五
・
六
日
頃
よ
り
雨
し
き
り
に
降
る
。
五
月
一
日
よ
り
雨
天
多
く
、

一
二
日
よ
り
一
九
日
ま
で
一
日

も
晴
れ
間
な
く
強
雨
。
五
月
一
三
日
、
大
洪
水
。
山
崩
れ
、
米
山
大
荒
れ
|
(
『
大
鹿
村
誌
』
中
巻
七
九
四
頁
)
&
五
月
五
日
、
大
風
雨
。

大
田
切
・
中
田
切
な
ど
諸
川
川
止
め
、
天
竜
川
大
増
水
、
下
平
河
原
水
害
甚
大
|
(
『
駒
ケ
根
市
誌
』
別
編
年
表
一
八
六
八
頁
)
。
大
風
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雨
、
諸
橋
流
失
、
下
平
河
原
流
失
|
(
『
赤
須
・
上
穂
旧
記
録
紗
』
三

O
一
頁
)
企
五
月
七
日
よ
り
洪
水
。
上
伊
那
地
方
被
害
多
し
、
こ

の
時
田
原
(
伊
那
市
東
春
近
)
下
新
田
の
ほ
と
ん
ど
全
部
を
尽
く
し
、
家
作
を
流
さ
れ
て
転
居
せ
し
も
の
二
十
二
戸
、
流
失
別
段
二
十
町

歩
の
惨
害
あ
り
|
(
唐
沢
貞
治
郎
『
上
伊
那
郡
史
』
六
九
一
頁
)
企
五
月
八
日
の
大
洪
水
。

い
わ
ゆ
る
辰
満
水
、
小
川
川
も
被
害
|

(
『
喬
木
村
誌
』
五
四
五
頁
)
企
五
月
一
八
日
、
大
満
水
。
七
月
二
日
、
天
竜
川
大
洪
水
。
世
に
辰
満
水
と
い
う
|
(
村
沢
武
夫
編
『
伊

那
苔
の
災
害
と
凶
作
』

一
O
六
頁
)
企
七
月
二
日
、
大
洪
水
|
(
『
泰
車
村
誌
』
上
巻
三
六
九
頁
)
&
七
月
、
大
満
水
|
(
『
清
内
路
村

誌
』
下
巻
一
八
五
頁
)
企
八
月
一
日
、
大
洪
水
で
天
竜
川
河
原
こ
と
ご
と
く
流
失
|
(
『
上
郷
史
便
覧
』
三

O
頁
)

【
明
治
二
年
・
一
八
六
九
】

企
九
月
七
・
八
日
、
両
日
と
も
大
降
り
で
大
洪
水
(
堀
江
三
五
郎
『
諏
訪
湖
氾
濫
三
百
年
史
』

一
七
九
頁
)
|
(
牛
山
雪
鮭
『
諏
訪

湖
氾
濫
史
』
二
頁
・
牛
山
清
四
郎
・
一
九
三
二
)
企
七
月
一
三
日
、
大
雨
に
よ
る
郡
下
の
被
害
甚
大

l
(『
泰
皐
村
誌
』
下
巻
五
七

0
5



企
一
二
月
八
日
、
中
沢
の
百
姓
数
百
、
連
年
の
水
害
の
た
め
上
納
に
つ
き
上
訴
と
し
て
高
遠
へ
押
し
寄
す
|
(
唐
沢
貞
治
郎
『
上
伊
那

郡
史
』
年
表
)

【
明
治
三
年
・
一
八
七
O
】

A
九
月
八
日
、
郡
内
各
所
に
大
洪
水
あ
り
|
(
村
沢
武
夫
編
『
伊
那
谷
の
災
害
と
凶
作
』

一
O
六
頁
)
|
(
『
泰
阜
村
誌
』
下
巻
五
七
O

頁
)
企
大
洪
水
|
(
『
清
内
路
村
誌
』
下
巻
一
八
五
頁
)

【
明
治
四
年
・
一
八
七
一
】

企
八
月
二

O
日
頃
よ
り
雨
降
り
だ
し
、
二
四
日
・
二
五
日
に
至
り
、
諏
訪
湖
大
満
水
|
(
堀
江
三
五
郎
『
諏
訪
湖
氾
濫
三
百
年
史
』

七
九
頁
)

企
諏
訪
湖
が
増
水
|
(
牛
山
雪
蛙
『
諏
訪
湖
氾
濫
史
』
二
頁
)
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【
明
治
六
年
・
一
八
七
三
】

【
明
治
七
年
・
一
八
七
四
】

企

/¥ 
月

五
日

郡
下
全
般
大
出
水

=;] 

泰
阜
村
圭k止、

下
巻
五
ーじ
O 
頁

【
明
治
八
年
・
一
八
七
五
】

企
八
月
一

O
日
、
郡
内
洪
水
|
(
『
泰
阜
村
誌
』
下
巻
五
七
O
頁
)
|
(
牛
山
雪
睦
『
諏
訪
湖
氾
濫
史
』
四
頁
)
。
大
洪
水
|
(
村
沢
武

夫
編
『
伊
那
谷
の
災
害
と
凶
作
』

一
O
六
頁
)
企
水
害
|
(
『
清
内
路
村
誌
』
下
巻
一
八
五
頁
)

【
明
治
九
年
・
一
八
七
六
】

企
九
月
一
五
日
、
大
洪
水

l
(村
沢
武
夫
編
『
伊
那
谷
の
災
害
と
凶
作
』

一
O
六
頁
)
企
九
月
、
諏
訪
湖
大
満
水
、
六
斗
川
西
乙
代
土

手
切
れ
、
前
川
は
村
墳
で
切
れ
|
(
堀
江
三
五
郎
『
諏
訪
湖
氾
濫
三
百
年
史
』

一
七
九
頁
)



【
明
治
一

O
年
・
一
八
七
七
】

企
五
月
五
日
、
七
月
二
六
日
の
二
回
に
わ
た
り
洪
水

l

〈
村
沢
武
夫
編
『
伊
那
在
の
災
害
と
凶
作
』

一
O
六
頁
)
|
(
『
泰
阜
村
誌
』
下

巻
五
七
O
頁
)
企
五
月
・
七
月
洪
水
|
(
『
清
内
路
村
誌
』
下
巻
一
八
五
頁
)

【
明
治
二
年
・
一
八
七
八
】

企
諏
訪
湖
洪
水
|
(
牛
山
雪
鮭
『
諏
訪
湖
氾
濫
史
』
四
頁
)

【
明
治
一
三
年
・
一
八
八

O
】

企一

O
月
、
暴
風
雨
あ
り
河
川
満
水
と
な
り
、
天
竜
川
氾
濫
す
る
|
(
村
沢
武
夫
編
『
伊
那
谷
の
災
害
と
凶
作
』

一O
六
頁
)
i
(『泰

阜
村
誌
』
下
巻
五
七

O
頁
)

企
五
月
・
八
月
・
九
月
、
豪
雨
あ
り
。

一
O
月
一
日
、
大
洪
水
。
天
竜
川
の
濁
流
川
路
平
坦
部
に
及
ぶ
|
(
村
沢
武
夫
編
『
伊
那
谷
の
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【
明
治
一
五
年
・
一
八
八
二
】

災
害
と
凶
作
』

一
O
六
頁
)
企
九
月
一
日
、
大
雨
降
り
、
諏
訪
湖
大
満
水
、
土
手
切
れ
る
。
九
月
二
九
日
か
ら
一

O
月
一
日
に
か
け
て
諏

訪
湖
大
出
水
|
(
堀
江
三
五
郎
『
諏
訪
湖
氾
濫
三
百
年
史
』

一八

0
・二

O
二
頁
)
企
九
月
二
九
日
か
ら
降
り
出
し
た
雨
が
豪
雨
と
な

り

一
O
月
一
日
各
河
川
大
洪
水
|
(
『
大
鹿
村
誌
』
中
巻
七
九
五
頁
)
企
一
二
月
、
洪
水
|
(
『
清
内
路
村
誌
』
下
巻
一
八
五
頁
)

企
松
川
大
洪
水
。
永
代
橋
流
失

l
(『
鼎
町
誌
』
下
巻
年
表
)

【
明
治
一
七
年
・
一
八
八
四
】

企
七
月
一
三
日
、
雨
降
り
だ
し
、

一
六
日
ま
で
雨
、
諏
訪
湖
大
満
水
。
六
斗
川
向
か
い
の
土
手
切
れ
る
。

一
七
日
の
雨
で
道
路
ま
で
冠
水
、

近
年
稀
な
る
満
水
。
諏
訪
郡
の
損
害
額
九
万
九
六
七
七
円
七
九
銭
|
(
堀
江
三
五
郎
『
諏
訪
湖
氾
濫
三
百
年
史
』

一八

0
・二

O
三
頁
)

【
明
治
一
八
年
・
一
八
八
五
】



企
四
月
三
日
よ
り
一
七
日
ま
で
雨
、
諏
訪
湖
大
満
水
。
団
地
へ
二
尺
余
水
つ
く
。
水
沢
山
で
五
月
コ
了
四
日
大
雨
降
り
、
再
び
満
水
。
六

月
一
五
・
二
ハ
日
の
雨
で
大
満
水
。
六
斗
川
土
手
三

O
間
ほ
ど
切
れ
る
。
六
月
二
九
日
の
雨
で
、
大
満
水
、
六
斗
川
の
土
手
七
か
所
切
れ

る
。
中
洲
村
・
四
賀
村
・
上
諏
訪
の
損
害
は
家
流
失
三

O
軒
、
破
損
六
O
軒
、
天
竜
川
関
係
の
損
害
だ
け
で
水
田
五
万
五
八
五
六
円
余
、

畑
三
三
三
円
余
、
諏
訪
郡
の
合
計
は
一
五
万
一
千
余
円
に
及
ぶ
|
(
堀
江
三
五
郎
『
諏
訪
湖
氾
濫
三
百
年
史
』

(
牛
山
雪
蛙
『
諏
訪
湖
氾
濫
史
』
五
頁
)
&
四
月
、
出
水
。
七
月
一
目
、
暴
風
雨
|
(
村
沢
武
夫
編
『
伊
那
谷
の
災
害
と
凶
作
』

一八
0
・二

O
四
頁
)
|

一O
六

頁

【
明
治
一
九
年
・
一
八
八
六
】

企
九
月
二
日
、
大
雨
あ
っ
て
被
害
多
し

l
(『
泰
阜
村
誌
』
下
巻
五
七
O
頁
)

A

一
O
月
七
日
、
暴
風
雨
|
(
村
沢
武
夫
編
『
伊
那
谷
の
災
害
と
凶
作
』

一O
七
頁
)
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門
明
治
二

O
年
・
一
八
八
七
】

【
明
治
二
一
年
・
一
八
八
八
】

企
八
月
二
一
日
、
九
月
一

O
目
、
洪
水
|
(
村
沢
武
夫
編
『
伊
那
谷
の
災
害
と
凶
作
』

一O
七
頁
)

【
明
治
二
二
年
・
一
八
八
九
】

企
春
よ
り
雨
多
く
、
諏
訪
湖
折
々
大
満
水
|
(
堀
江
三
五
郎
『
諏
訪
湖
氾
濫
三
百
年
史
』

一八

O
頁
)
企
七
月
二
六
日
、
暴
風
雨
。
九

月
一
一
日
、
強
雨
に
て
田
畑
流
失
。

一
O
月
、
智
里
方
面
に
未
曾
有
の
大
豪
雨
。
人
家
八
戸
、
田
畑
流
失
す

l
(村
沢
武
夫
編
『
伊
那

谷
の
災
害
と
凶
作
』

一
O
七
頁
)
企
八
月
三
一
日
、
九
月
一

O
日
、
洪
水

l

q
泰
阜
村
誌
』
下
巻
五
七
一
頁
)

【
明
治
二
四
年
・
一
八
九
一
】

企
九
月
三

O
目
、
暴
風
雨
あ
り

l
(村
沢
武
夫
編
『
伊
那
谷
の
災
害
と
凶
作
』

一
O
七
頁
)
|
(
『
泰
阜
村
誌
』
下
巻
五
七
一
頁
)



【
明
治
二
五
年
・
一
八
九
二
】

企
二
・
三
月
、
大
し
け
。
五
月
二
日
、
大
雨
降
り
、
諏
訪
湖
大
満
水
。
前
川
土
手
切
れ
団
地
一
面
水
つ
く
。
五
月
一

O
目
、
雨
降
り
、
大

満
水
、
田
地
へ
水
つ
く
。

一
八
日
よ
り
雨
降
り
だ
し
大
洪
水
。
夏
中
雨
多
く
水
多
し

l
(堀
江
三
五
郎
『
諏
訪
湖
氾
濫
三
百
年
史
』

一
八
一
頁
)

【
明
治
二
七
年
・
一
八
九
四
】

A
八
月
二
日
、
諏
訪
湖
大
洪
水
|
(
堀
江
三
五
郎
『
諏
訪
湖
氾
濫
三
百
年
史
』

一
八
一
頁
)

【
明
治
二
八
年
・
一
八
九
五
】

企
六
月
二
八
日
、
洪
水
あ
り
|
(
『
泰
阜
村
誌
』
下
巻
五
七
一
頁
)

企
七
月
一
二
・
二
二
日
、
洪
水
で
川
々
堤
防
数
カ
所
破
壊
、
諏
訪
湖
に
接
す
る
耕
地
は
冠
水
。
損
耗
代
償
一
九
万
七
八
二
八
円
八
月
二
日

【
明
治
二
九
年
・
一
八
九
六
】

の
洪
水
で
湖
畔
の
低
地
は
過
半
浸
水
。
九
月
八
日
の
洪
水
で
諏
訪
湖
に
接
す
る
耕
地
は
冠
水
|
(
堀
江
三
五
郎
『
諏
訪
湖
氾
濫
三
百
年

さ

一
八
一
・
二

O
六
頁
)
|
(
牛
山
雪
鮭
『
諏
訪
湖
氾
濫
史
』

一
四
頁
)
企
七
月
二
一
日
、
豪
雨
に
よ
り
洪
水
、
被
害
甚
大
。
木
曽
ア

ラ
ラ
ギ
山
崩
れ
の
た
め
一
部
落
全
滅
|
(
『
泰
阜
村
誌
』
下
巻
五
七
一
頁
)
企
松
川
大
洪
水
|
(
『
鼎
町
誌
』
下
巻
年
表
)

【
明
治
三

O
年
・
一
八
九
七
】

企
七
月
、
九
月
、
洪
水
|
(
『
清
内
路
村
誌
』
下
巻
一
八
五
頁
)
&
八
月
、
松
川
大
洪
水
|
(
『
鼎
町
誌
』
下
巻
年
表
)
&
九
月
上
旬
よ

り
強
雨
。
九
月
九
日
、
大
洪
水
、
二
九
日
ま
で
大
洪
水
。
上
川
通
り
六
斗
川
堤
防
が
四
賀
村
地
籍
で
破
壊
、
下
流
は
湖
面
の
よ
う
に
な
る
。

近
年
稀
な
る
洪
水
|
(
堀
江
三
五
郎
『
諏
訪
湖
氾
濫
三
百
年
史
』

一
八
二
頁
)

A
九
月
二
九
日
、
大
洪
水
被
害
甚
大
な
り

1

2
泰
阜

村
誌
』
下
巻
五
七
一
頁
)



【
明
治
三
一
年
・
一
八
九
八
】

企
六
月
上
旬
、
大
洪
水
、
下
旬
に
ま
た
大
洪
水
。
六
斗
川
堤
防
が
切
れ
る
。
九
月
上
旬
、
強
雨
、
古
来
こ
れ
な
き
大
猛
水
と
な
り
八
ヶ
岳

山
峡
崩
壊
し
、
木
石
土
砂
一
時
に
押
出
し
、
諸
川
膨
張
。
諏
訪
郡
の
堤
の
破
壊
数
百
箇
所
、
家
屋
の
流
失
数
十
戸
、
人
馬
流
失
十
ゐ
沙
匂
gie-

(
堀
江
三
五
郎
『
諏
訪
湖
氾
濫
三
百
年
史
』

一
八
二
頁
)
企
九
月
九
日
、
暴
雨
風
雨

l
(『
泰
阜
村
誌
』
下
巻
五
七
一
頁
)

【
明
治
三
二
年
・
一
八
九
九
】

企
七
月
は
長
雨
で
あ
っ
た
の
で
一
七
日
に
晴
天
祈
願
。
二
一
日
大
雨
、
二
二
日
大
洪
水
。
小
渋
湯
流
失
一

O
人
死
亡
|
(
『
大
鹿
村
誌
』

中
巻
七
九
五
頁
)
企
九
月
上
旬
よ
り
大
雨
。
九
月
八
日
、
大
洪
水
|
(
堀
江
三
五
郎
『
諏
訪
湖
氾
濫
三
百
年
史
』

一
八
三
頁
)

【
明
治
三
三
年
・
一
九
O
O】

一
八
三
頁
)
企
八
月
、
松
川
大
洪
水

i
(『
鼎
町
誌
』
下
巻
年
表
)

n
d
 

企
八
月
一

O
日
、
暴
風
。
八
月
二

O
夜
、
降
雨
、
洪
水
と
な
る
。
九
月
二
八
日
、
大
暴
風

l
(堀
江
三
五
郎
『
諏
訪
湖
氾
濫
三
百
年
史
』

【
明
治
三
四
年
・
一
九
O
一】

A
五
月
一
一
日
か
ら
降
り
出
し
た
雨
は
一
五
日
に
大
雨
と
な
る
。

一
八
日
の
豪
雨
で
鹿
塩
川
が
大
洪
水
。
堤
防
欠
壊
、

田
畑
流
失
|

(
『
大
鹿
村
誌
』
中
巻
七
九
八
頁
)
企
六
月
下
旬
よ
り
霧
雨
|
(
堀
江
三
五
郎
『
諏
訪
湖
氾
濫
三
百
年
史
』

一
八
三
頁
)

【
明
治
三
五
年
・
一
九
O
二】

A
五
月
二
八
・
二
九
日
、
降
雨
、
洪
水
。
七
月
下
旬
よ
り
降
雨
、
洪
水
と
な
り
諏
訪
湖
に
接
す
る
村
落
の
過
半
は
浸
水

l
(堀
江
三
五

郎
『
諏
訪
湖
氾
濫
三
百
年
史
』

一
八
三
頁
)
企
一
二
月
、
天
竜
川
洪
水
。
田
畑
三

O
町
歩
浸
水
|
(
『
泰
阜
村
誌
』
下
巻
五
七
一
頁
)

【
明
治
三
六
年
・
一
九
O
三】

企
七
月
八
・
九
日
、
風
雨
の
た
め
洪
水
。
上
川
通
り
六
斗
川
堤
防
破
壊
、
諏
訪
湖
に
接
す
る
村
落
の
過
半
に
浸
水
。

一
O
月
二
日
、
風
雨



の
た
め
洪
水
|
(
堀
江
三
五
郎
『
諏
訪
湖
氾
濫
三
百
年
史
』

一
九
四
頁
)

【
明
治
三
七
年
・
一
九
O
四】

企
五
月
二
日
、
洪
水
。
七
月
上
旬
降
雨
の
た
め
二
回
の
洪
水
。
九
月
一
七
日
、
洪
水
|
(
堀
江
三
五
郎
『
諏
訪
湖
氾
濫
三
百
年
史
』

八
四
頁
)
企
七
月
一
二
日
、
洪
水
。
飯
田
橋
永
代
橋
流
失
、
智
里
本
谷
山
崩
れ
死
者
四
人
|
(
『
泰
阜
村
誌
』
下
巻
五
七
二
息
企
七
月
、

松
川
大
洪
水

l
(『
鼎
町
誌
』
下
巻
年
表
)

【
明
治
三
八
年
・
一
九
O
五】

企
六
月
一
二
日
よ
り
降
雨
、

一
五
日
、
洪
水
。

一
八
日
よ
り
降
雨
、
二

O
日
に
至
り
洪
水
。
六
斗
川
の
堤
防
約
二

O
間
切
れ
る
|
(
堀

江
三
五
郎
『
諏
訪
湖
氾
濫
三
百
年
史
』

一
八
四
頁
)
|
(
牛
山
雪
睦
『
諏
訪
湖
氾
濫
史
』

一
五
頁
)
企
七
月
一
四
目
、
暴
風
雨
。
八
月
、

洪
水

l
(『
泰
阜
村
誌
』
下
巻
五
七
一
頁
)

no 

【
明
治
三
九
年
・
一
九
O
六】

企
七
月
一
五
日
、
強
雨
降
り
だ
し
、

一
六
日
、
洪
水
。
六
斗
川
堤
防
約
五
五
間
切
れ
る
。
二
七
日
再
び
強
雨
、
二
八
日
に
堤
防
切
れ
る
|

(
堀
江
三
五
郎
『
諏
訪
湖
氾
濫
三
百
年
史
』

一
八
五
頁
)
|
(
牛
山
雪
蛙
『
諏
訪
湖
氾
濫
史
』
二

O
頁
)
企
七
月
二
ハ
目
、
八
月
二
回
目
、

天
竜
川
・
松
川
大
出
水
、
被
害
あ
り
。
根
羽
村
水
害
あ
り
|
(
村
沢
武
夫
編
『
伊
那
谷
の
災
害
と
凶
作
』

一
O
七
頁
)
企
七
月
、
豪
雨
。

根
羽
村
水
害
甚
だ
し
|
(
『
泰
阜
村
誌
』
下
巻
五
七
一
頁
)
&
松
川
大
洪
水
。
流
失
八
戸
、
破
損
二
四
戸
、
浸
水
九
O
棟
|
令
鼎
町
誌
』

下
巻
年
表
)

【
明
治
四
O
年
・
一
九
O
七】

企
七
月
二
日
、
暴
雨
で
洪
水
。
八
月
二
四
日
よ
り
大
風
雨
、
二
五
日
に
洪
水
|
(
堀
江
三
五
郎
『
諏
訪
湖
氾
濫
三
百
年
史
』

一
八
五

頁
)
企
八
月
、
小
渋
川
・
天
竜
川
氾
濫
|
(
『
泰
阜
村
誌
』
下
巻
五
七
一
世
良
)



【
明
治
四
一
年
・
一
九
O
八】

企
六
月
二
五
日
よ
り
雨
降
り
続
き
、
一
一
八
日
に
諏
訪
湖
満
水
(
堀
江
三
五
郎
『
諏
訪
湖
氾
濫
三
百
年
史
』

一
八
五
頁
)

【
明
治
四
二
年
・
一
九
O
九】

企
六
月
二

O
日
頃
よ
り
雨
。
二
五
日
、
大
雨
の
た
め
洪
水
|
(
堀
江
三
五
郎
『
諏
訪
湖
氾
濫
三
百
年
史
』

一
八
五
頁
)

【
明
治
四
三
年
・
一
九
一

O
】

&
六
月
よ
り
強
雨
降
り
続
き
、

一
O
目
、
大
洪
水
、
大
被
害
。
水
田
浸
水
約
一

O
O町
歩
、
堤
防
欠
壊
二
ハ
O
余
問
、
橋
梁
の
流
失
、
浸

水
地
千
余
町
歩
、
諏
訪
郡
の
損
害
二
四
万
円
|
(
堀
江
三
五
郎
『
諏
訪
湖
氾
濫
三
百
年
史
』

一
八
六
・
四
O
一
頁
)
&
八
月
、
南
信

帯
集
中
豪
雨
。
被
害
甚
大
|
(
『
泰
阜
村
誌
』
下
巻
五
七
一
頁
)

企
四
月
一

O
日
よ
り
降
雨
、

一
一
日
洪
水
。
六
月
二
七
日
よ
り
霧
雨
、
二
九
日
洪
水
、
多
大
の
被
害
。
浸
水
五

O
O余
町
歩
。
七
月
末
よ
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【
明
治
四
四
年
・
一
九
一
一
】

り
降
雨
、
八
月
三
日
、
強
雨
、
四
日
に
至
り
近
年
稀
な
る
大
洪
水
。
六
斗
川
堤
防
約
九
O
間
切
れ
る
|
(
堀
江
三
五
郎
『
諏
訪
湖
氾
濫

三
百
年
史
』

一
八
七
・
四
二

0
・
四
二
九
頁
)
|
(
牛
山
雪
鮭
『
諏
訪
湖
氾
濫
史
』
二
一
頁
)
企
八
月
四
日
、
伊
那
谷
で
二
二
一
ミ
リ
の

豪
雨
。
死
者
九
人
|
(
『
泰
皐
村
誌
』
下
巻
五
七
一
頁
)

【
大
正
元
年
・
一
九
一
一
一
】

A
九
月
二
二
日
、
降
雨
。
二
三
目
、
近
年
稀
な
る
大
暴
風
|
(
堀
江
三
五
郎
『
諏
訪
湖
氾
濫
三
百
年
史
』

一
八
八
頁
)
|
(
『
清
内
路
村

誌
』
下
巻
一
八
五
頁
)

【
大
正
三
年
・
一
九
一
四
】

企
八
月
一
三
日
、
雨
、
洪
水
。
八
月
二
九
日
、
降
雨
、
洪
水
。
上
川
筋
堤
防
七
O
間
ほ
ど
切
れ
る
(
堀
江
三
五
郎
『
諏
訪
湖
氾
濫
三



百
年
史
』

一九
O
頁
)
&
八
月
二
八
・
二
九
日
、

一
O
月
三
日
、

月

四
日

」為
口

風
発
生

=u 
清
内
路
村
誌
b 

下
巻

八.
五
頁

A
八
月
二
九
日
、
大
洪
水
|
(
『
泰
阜
村
誌
』
下
巻
五
七
一
頁
)
&
八
月
、
松
川
大
洪
水
|
(
『
鼎
町
誌
』
下
巻
年
表
)

【
大
正
六
年
・
一
九
一
七
】

企
六
月
、
大
暴
風
雨
。

一
O
月
、
豪
雨
。
坪
当
り
雨
量
四
石
六
斗
一
升
一
合
|
(
『
泰
阜
村
誌
』
下
巻
五
七
一
頁
)
企
九
月
下
旬
、
強
降

雨
に
て
洪
水
。

一
O
月
よ
り
二
月
上
旬
ま
で
霧
雨
と
暴
風
|
(
堀
江
三
五
郎
『
諏
訪
湖
氾
濫
三
百
年
史
』

一
九
二
頁
)

【
大
正
七
年
・
一
九
一
八
】

企
九
月
二
二
日
、
強
雨
降
り
続
き
、
一
一
一
一
一
日
、
大
洪
水
(
堀
江
三
五
郎
『
諏
訪
湖
氾
濫
三
百
年
史
』

一
九
二
頁
)

【
大
正
九
年
・
一
九
二

O
】

企
三
月
一
六
日
、
大
暴
風
、
被
害
甚
大
|
(
『
泰
阜
村
誌
』
下
巻
五
七
一
頁
)

戸

h
u

【
大
正
一

O
年
・
一
九
二
一
】

企
六
月
二
九
日
、
暴
風
、
被
害
甚
大
。
南
学
校
裏
土
堤
崩
落
し
池
を
埋
め
、
便
所
、
廊
下
倒
壊

l
(『
泰
阜
村
誌
』
下
巻
五
七
一
頁
)

【
大
正
二
年
・
一
九
二
二
】

企
八
月
、
松
川
大
洪
水
。
人
家
流
失
五
戸
、
破
損
七
戸
、
田
畑
流
失
四
町
五
反
|
(
『
鼎
町
誌
』
下
巻
年
表
)

【
大
正
一
二
年
・
一
九
二
三
】

企
六
月
八
日
よ
り
豪
雨
、
九
日
、
大
出
水
。
六
月
二
一
日
、
豪
雨
。
二
二
日
、
大
洪
水
|
(
堀
江
三
五
郎
『
諏
訪
湖
氾
濫
三
百
年
史
』

一
九
四
頁
)
企
六
月
九
日
、
豪
雨
が
あ
り
天
竜
川
増
水
。
飯
田
町
浸
水
、
飯
田
測
候
所
開
設
以
来
の
雨
量
と
い
う
|
(
『
泰
阜
村
誌
』
下

巻
五
七
一
頁
)
&
七
月
一
八
日
、
鹿
塩
川
洪
水
。
田
六
町
五
反
六
畝
歩
余
、
畑
六
反
五
畝
歩
余
が
流
失

1
(『
大
鹿
村
誌
』
中
巻
七
九
八

頁
)



【
昭
和
元
年
・
一
九
二
六
】

企
九
月
四
日
、
豪
雨
。
道
路
被
害
六
か
所
、
堤
防
な
ど
に
被
害
|
(
『
大
鹿
村
誌
』
中
巻
七
九
八
頁
)
企
九
月
一
七
日
、
大
暴
風
雨

l

(
『
清
内
路
村
誌
』
下
巻
一
八
五
頁
)

【
昭
和
三
年
・
一
九
二
八
】

企
七
月
四
日
の
出
水
で
、
北
入
・
塩
河
地
区
の
田
畑
三
反
歩
余
が
流
失
。

一
六
日
、
出
水
、
塩
見
橋
大
破
、
付
近
の
田
畑
二
反
歩
お
よ
び

家
屋
二
棟
が
流
失
|
(
『
大
鹿
村
誌
』
中
巻
七
九
九
頁
)
企
六
月
二
四
日
、
強
雨
で
大
洪
水
。
六
斗
川
の
堤
防
切
れ
る
|
(
堀
江
三
五

郎
『
諏
訪
湖
氾
濫
三
百
年
史
』

一
九
四
頁
)
企
八
月
一
一
一
一
一
日
、
暴
風
雨
、
被
害
甚
大
(
伊
那
谷
全
般
)
|
(
『
泰
阜
村
誌
』
下
巻
五
七
一

き企
八
月
、
豪
雨
、
村
内
被
害
甚
大
。
栃
域
分
校
災
害
を
受
く
|
(
『
泰
阜
村
誌
』
下
巻
五
七
一
頁
)
企
九
月
上
旬
よ
り
雨
、

一
O
目
、
暴

p
h
u
 

【
昭
和
四
年
・
一
九
二
九
】

風
の
た
め
大
洪
水
|
(
堀
江
三
五
郎
『
諏
訪
湖
氾
濫
三
百
年
史
』

一
九
五
頁
)
企
九
月
一

O
日
、
台
風
|
(
『
清
内
路
村
誌
』
下
巻

八
五
頁
)

【
昭
和
五
年
・
一
九
三

O
】

企
三
月
一
八
日
、
黒
見
山
地
一
万
坪
崩
落
、
三
信
鉄
道
工
事
中
絶
。
七
月
三
一
目
、
暴
風
雨
、
被
害
甚
大
|
(
村
沢
武
夫
編
『
伊
那
谷

の
災
害
と
凶
作
』

一
O
九
頁
)
|
(
『
泰
皐
村
誌
』
下
巻
五
七
一
頁
)
企
七
月
末
日
、
降
雨
、
八
月
一
日
豪
雨
の
た
め
大
洪
水
|
(
堀
江

五
郎
『
諏
訪
湖
氾
濫
三
百
年
史
』

一
九
五
頁
)

【
昭
和
六
年
・
一
九
三
一
】

企
一
一
月
七
日
、
連
日
の
豪
雨
、
天
竜
川
大
増
水
|
(
『
泰
阜
村
誌
』
下
巻
五
七
一
頁
)



【
昭
和
七
年
・
一
九
三
二
】

企
六
月
末
よ
り
雨
、
七
月
二
日
洪
水
。
七
月
八
日
に
至
り
大
洪
水
|
(
堀
江
三
五
郎
『
諏
訪
湖
氾
濫
三
百
年
史
』

一
九
六
頁
)
企
七
月

一
一
日
、
豪
雨
の
た
め
橋
梁
人
家
流
出
、
郡
下
回
畑
浸
水
五
六
O
町
歩
|
(
『
泰
阜
村
誌
』
下
巻
五
七
一
頁
)

【
昭
和
九
年
・
一
九
三
四
】

企
九
月
二
二
日
、
暴
風
雨
(
室
戸
台
風
)
郡
下
の
被
害
大
。
倒
壊
家
屋
八
戸
|
(
『
泰
阜
村
誌
』
下
巻
五
七
一
頁
)

【
昭
和
一

O
年
・
一
九
三
五
】

企
七
月
一
五
日
、
大
雨
洪
水
|
(
『
清
内
路
村
誌
』
下
巻
一
八
五
頁
)

【
昭
和
二
年
・
一
九
三
六
】

ー
(
村
沢
武
夫
編
『
伊
那
谷
の
災
害
と
凶
作
』

一O
九
頁
)

-57-

企
梅
雨
期
の
豪
雨
に
よ
り
村
内
三
戸
の
住
家
全
壊
す
る

l

〈
『
泰
阜
村
誌
』
下
巻
五
七
一
頁
)
企
九
月
二
七
日
、
豪
雨
。
久
米
路
橋
流
失

【
昭
和
二
一
年
・
一
九
三
七
】

企
七
月
一
五
日
か
ら
一
七
日
、
大
洪
水
。
飯
田
・
下
伊
那
被
害
甚
大
|
(
『
泰
阜
村
誌
』
下
巻
五
七
一
頁
)

【
昭
和
二
二
年
・
一
九
三
八
】

企
七
月
一
日
、
連
続
豪
雨
と
河
川
氾
濫
。
村
の
被
害
家
屋
倒
壊
三
戸
、
流
失
二
戸
、
土
木
関
係
一
万
五

0
0
0円
、
山
林
一
万
三
六
三

O

円
を
出
す
|
(
『
泰
阜
村
誌
』
下
巻
五
七
一
頁
)
企
七
月
四
・
五
日
、
大
水
害
。
被
害
総
額
七
二
万
九
六
九
三
円
|
(
『
大
鹿
村
誌
』
中

巻
七
九
九
頁
)
企
大
雨
・
洪
水
|
(
『
清
内
路
村
誌
』
下
巻
一
八
五
頁
)

【
昭
和
一
五
年
・
一
九
四
O
】

企
六
月
一
九
日
、
三

O
年
来
の
大
増
水
。
天
竜
川
の
増
水
二

O
尺
(
六
メ
ー
ト
ル
)
|
(
『
泰
阜
村
誌
』
下
巻
五
七
一
頁
)



【
昭
和
一
八
年
・
一
九
四
三
】

企
九
月
四
日
、
豪
雨
。
家
屋
全
流
失
八
戸
、
半
壊
八
戸
、
水
田
一
町
六
反
歩
、
畑
一
町
五
反
歩
流
失
|
(
『
大
鹿
村
誌
』
中
巻
八
O
O頁
)

【
昭
和
二

O
年
・
一
九
四
五
】

企
七
月
一
七
日
か
ら
一
九
日
、
下
伊
那
郡
南
部
を
中
心
に
集
中
豪
雨
。
七
月
一
九
日
に
は
漆
平
野
「
ヤ
ニ
マ
ツ
」
地
籍
の
山
崩
れ
で
家
屋

倒
壊
二
人
の
児
童
が
死
亡
。
万
古
川
の
増
水
に
よ
り
漆
平
野
の
民
家
三
戸
流
失
な
ど
の
被
害
。

一
O
月
三
・
四
・
五
日
、
豪
雨
と
な
り
山

地
の
崩
落
あ
っ
て
門
島
に
人
身
被
害
あ
り
。
死
者
七
人
、
負
傷
三
人
、
連
続
雨
量
四
一
七
・
八
ミ
リ
|
(
『
泰
阜
村
誌
』
下
巻
五
五
七
・

五
七
二
頁
)
企
九
月
一
八
日
、
台
風
。

一
O
月
一
五
日
、
大
雨
|
(
『
清
内
路
村
誌
』
下
巻
一
八
五
頁
)

【
昭
和
二
三
年
・
一
九
四
八
】

(
『
泰
阜
村
誌
』
下
巻
五
七
一
頁
)
企
一

O
月
三
日
、
大
豪
雨
に
よ
る
氾
濫
。
死
者
二
名
、
地
滑
り
、
崩
壊
、
道
路
堤
防
の
決
壊
、
田
畑
の

&
六
月
一
九
・
二

O
日
、
郡
下
大
水
害
起
こ
る
。
国
鉄
門
島
駅
附
近
に
災
害
起
こ
り
消
防
団
警
備
、
門
島
附
近
の
二
二
世
搭
避
難
す
る
|

流
失
な
ど
大
被
害
|
(
『
大
鹿
村
誌
』
中
巻
八

O
O頁
)

【
昭
和
二
五
年
・
一
九
五

O
】

企
六
月
八
日
か
ら
一
四
日
、
低
気
圧
に
よ
る
豪
雨
で
泰
阜
村
で
も
日
雨
量
一

O
八
ミ
リ
を
記
録
、
道
路
に
被
害
を
生
じ
た
|
(
『
泰
阜
村

誌
』
下
巻
五
七
一
頁
)
企
六
月
、
降
雨
後
大
出
水
あ
り
、
被
害
起
こ
る
|
(
村
沢
武
夫
編
『
伊
那
谷
の
災
害
と
凶
作
』

二
O
頁
)

【
昭
和
二
七
年
・
一
九
五
二
】

企
六
月
二
三
日
、
台
風
。
橋
梁
、
道
路
等
被
害
を
受
く
|
(
村
沢
武
夫
編
『
伊
那
谷
の
災
害
と
凶
作
』

一一

O
頁
)

A
七
月
二

O
日
か

ら
二
二
日
に
至
る
豪
雨
、
大
被
害
。
被
害
金
額
一

O
九
五
六
万
三

O
O
O円

l
(『
大
鹿
村
誌
』
中
巻
八

O
一
頁
)

【
昭
和
二
八
年
・
一
九
五
三
】



企
七
月
一
七
日
よ
り
二

O
日
、
豪
雨
災
害
。
死
者
七
名
、
行
方
不
明
九
名
を
出
す
。
雨
天
の
日
一
八

O
日
に
及
ぶ
|
(
村
沢
武
夫
編

『
伊
那
谷
の
災
害
と
凶
作
』
九

0
・
二

O
頁
)
企
七
月
一
九
日
、
豪
雨
に
よ
り
山
津
波
起
こ
り
、
漆
平
野
に
お
い
て
家
屋
倒
壊
、
不
明

三
人
、
村
内
各
所
に
流
失
ま
た
は
浸
水
家
屋
六
戸
を
出
す
|
(
『
泰
阜
村
誌
』
下
巻
五
七
一
頁
)
企
八
月
、
大
雨
|
(
『
清
内
路
村
誌
』

下
巻
一
八
五
頁
)

【
昭
和
三
二
年
・
一
九
五
七
】

企
六
月
二
七
・
二
八
日
、
台
風
と
低
気
圧
に
よ
り
大
雨
と
な
り
山
間
地
に
被
害
起
こ
る
|
(
『
泰
阜
村
誌
』
下
巻
五
七
一
頁
)

【
昭
和
三
三
年
・
一
九
五
八
】

企
六
月
、
台
風
・
集
中
豪
雨
(
『
清
内
路
村
誌
』
下
巻
一
八
六
・
一
八
八
頁
)
&
七
月
二

O
日
か
ら
二
七
日
、
前
線
と
台
風
に
よ
り
大

雨
と
な
り
、
飯
田
線
普
通
と
な
る
|
(
『
泰
阜
村
誌
』
下
巻
五
七
三
頁
)

Q
U
 

【
昭
和
三
四
年
・
一
九
五
九
】

企
九
月
二
六
・
二
七
日
、
伊
勢
湾
台
風
の
被
害
甚
大
。
松
川
入
り
旧
一
町
三
か
村
の
共
有
山
も
被
害
多
し
|
(
『
鼎
町
誌
』
下
巻
年
表
)
。

伊
勢
湾
台
風
に
て
被
害
多
し
|
(
『
上
郷
史
便
覧
』
六

O
頁
)
。
九
月
二
六
日
、
台
風
一
五
号
(
伊
勢
湾
台
風
)
襲
来
。
村
内
、
全
・
半

壊
戸
数
三

O
O余
戸
に
お
よ
び
最
大
の
被
害
を
受
く
|
(
『
泰
阜
村
誌
』
下
巻
五
七
三
・
五
五
九
頁
)
。
被
害
|
(
『
清
内
路
村
誌
』
下

巻
一
八
九
頁
)

【
昭
和
三
六
年
・
一
九
六
一
】

&
六
月
二
三
日
よ
り
降
り
始
め
た
梅
雨
全
線
は
、
二
七
日
に
至
り
豪
雨
と
な
り
大
雨
注
意
報
が
発
令
さ
れ
、
二
八
日
飯
田
市
大
門
町
で
行

方
不
明
六
人
、
押
洞
、
北
方
大
洞
等
の
山
津
波
、
川
路
平
坦
部
の
流
失
家
屋
、
弁
天
の
堤
防
五

0
0
メ
ー
ト
ル
欠
壊
、
山
吹
と
出
砂
原
の

被
害
、
大
鹿
村
大
河
原
の
大
西
山
の
崩
落
に
よ
る
死
者
三
九
名
、
そ
の
他
飯
田
下
伊
那
地
方
に
お
け
る
被
害
総
額
一
五
O
億
円
と
い
う
|



(
村
沢
武
夫
編
『
伊
那
谷
の
災
害
と
凶
作
』
九
四
・
一
一

O
頁
)
企
六
月
二
六
日
か
ら
二
八
日
、
梅
雨
全
線
豪
雨
に
て
大
被
害
、
正
徳
の

未
満
水
も
か
く
や
と
思
わ
れ
る
ほ
ど
。
行
方
不
明
二
人
、
流
失
家
屋
二
戸
、
全
壊
五
戸
、
半
壊
四
四
戸
、
床
上
浸
水
五
六
戸
、
床
下
浸
水

一
、
五

O
O戸
、
西
鼎
の
土
砂
被
害
甚
大
|
(
『
鼎
町
誌
』
下
巻
年
表
)
。
梅
雨
全
線
豪
雨
に
て
大
被
害
。
被
害
額
一

O
億

円

余

|

(
『
上
郷
史
便
覧
』
六

0.頁
)
企
六
月
二
四
日
頃
よ
り
梅
雨
全
線
に
よ
る
降
雨
、
二
六
日
に
台
風
六
号
が
発
生
。
こ
七
日
を
中
心
に
伊
那
谷

全
体
が
記
録
的
な
集
中
豪
雨
、
家
屋
の
全
壊
、
流
失
を
含
め
床
上
、
床
下
浸
水
な
ど
三
五
世
帯
、
被
災
者
一
五
九
人
|
(
『
泰
阜
村
誌
』

下
巻
五
六
一
頁
)
|
(
『
清
内
路
村
誌
』
下
巻
一
八
六
・
一
九

O
頁
)

(
参
考
)
l
(『
大
鹿
村
誌
』
中
巻
八

O
四
頁
)
、
奥
田

穣
『
昭
和
三
六
年
伊
那
谷
大
水
害
の
気
象
』
(
建
設
省
中
部
地
方
建
設
局
天
竜

川
上
流
工
事
事
務
所
・
一
九
九
一
)

企
七
月
八
日
か
ら
一

O
日
、
水
害
起
こ
る
|
(
『
泰
阜
村
誌
』
下
巻
五
七
四
頁
)
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【
昭
和
四
二
年
・
一
九
六
七
】

【
昭
和
四
三
年
・
一
九
六
八
】

A
八
月
二
五
日
よ
り
二
九
日
に
わ
た
り
雨
、
こ
れ
に
加
え
二
九
日
午
後
よ
り
台
風
一

O
号
の
影
響
が
あ
り
、
一
一
六
日
秋
雨
前
線
の
集
中
豪

雨
。
被
害
総
額
二
億
三
一
二
万
五
千
円
|
(
『
泰
阜
村
誌
』
下
巻
五
六
六
頁
)
企
前
線
の
停
滞
に
よ
り
連
続
降
雨
と
な
り
、
更
に
台
風

一
O
号
の
上
陸
が
加
わ
り
、
午
後
六
時
か
ら
九
時
ま
で
に
一
二
三
ミ
リ
が
記
録
さ
れ
た
。
河
川
は
増
水
し
、
山
崩
れ
が
起
こ
り
、
人
家
が

埋
没
又
は
流
失
し
、
部
落
内
で
死
者
五
名
、
行
方
不
明
一
人
、
負
傷
者
七
名
を
出
し
、
田
畑
・
橋
梁
・
道
路
が
流
失
し
甚
大
な
被
害
を
出

す
に
い
た
っ
た
|
(
『
南
信
濃
天
竜
村
大
河
内
の
民
俗
』
五
頁
・
天
竜
村
教
育
委
員
会
・
一
九
七
三
)

【
昭
和
四
五
年
・
一
九
七
O
】

企
六
月
一
五
・
二
ハ
日
の
梅
雨
前
線
豪
雨
。
全
壊
、
半
壊
、
床
上
下
の
浸
水
に
よ
る
被
災
者
一
九
世
帯
、
五
三
人
|
(
『
泰
阜
村
誌
』
下



巻
五
六
七
頁
)
&
六
月
、
豪
雨
に
よ
る
災
害

i
(『
大
鹿
村
誌
』
中
巻
八

O
コ
一
頁
)

【
昭
和
四
六
年
・
一
九
七
一
】

企
九
月
五
日
、
秋
雨
前
線
に
よ
る
降
雨
被
害
起
こ
る
|
(
『
泰
阜
村
誌
』
下
巻
五
七
四
頁
)
&
九
月
六
・
七
日
、
秋
雨
前
糠
集
中
豪
雨

l

(
『
清
内
路
村
誌
』
下
巻
一
八
六
頁
)

【
昭
和
四
九
年
・
一
九
七
四
】

企
七
月
七
・
八
日
、
梅
雨
前
線
豪
雨
。
半
壊
二
戸
、

一
部
破
損
一
戸
、
床
上
下
浸
水
八
戸
|
(
『
泰
阜
村
誌
』
下
巻
五
六
八
頁
)

【
昭
和
五

O
年
・
一
九
七
五
】

A
七
月
四
日
、
梅
雨
前
線
豪
雨
。
道
路
、
農
地
に
被
害
甚
大
|
(
『
泰
皐
村
誌
』
下
巻
五
七
四
頁
)
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収
録
し
た
諸
本
の
外
に
、
次
の
よ
う
な
も
の
を
参
考
文
献
と
し
て
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

参
考
文
献

(
こ
の
地
方
に
関
係
す
る
も
の
)

2 
雪
鮭

譲
訪
湖

握
史

牛
山
清
四
郎

九

堀
江
三
五
郎
『
諏
訪
湖
氾
濫
一
二
百
年
史
』
(
諏
訪
湖
氾
濫
史
刊
行
会
・
一
九
一
二
三
)

代
田
豊
太
郎
・
牧
内
武
編
『
天
龍
川
水
防
史
l
川
路
史
料
l
』
(
天
龍
川
史
料
刊
行
会
・
一
九
一
一
一
六
)

楠
仙
之
助
編
『
諏
訪
湖
治
水
利
水
資
料
』
(
天
竜
川
上
流
改
良
事
務
所
・
一
九
三
八
)



『
天
竜
川
洪
水
調
査
書
』
(
川
路
村
役
場
・
竜
江
村
役
場
編
・
一
九
四
O
)

『
天
竜
川
の
洪
水
に
つ
い
て
|
災
害
原
因
調
査
の
一
史
料
と
し
て
|
』
(
長
野
県
総
合
開
発
局
・
一
九
五

O
)

『
西
天
竜
沿
革
史
』
(
上
伊
那
郡
西
天
竜
土
地
改
良
区
・
一
九
六
一
)

峰
)11 

総
A 

開
発

喜

長
野
県
A 
i工二

業

量
気
部
編

九

村
沢
武
夫
編
『
伊
那
谷
の
災
害
と
凶
作
』
(
伊
那
郷
土
史
刊
行
会
・
一
九
六
三
)

『
(
三
六
災
害
)
伊
那
谷
災
害
復
旧
工
事
報
告

l

急
流
河
川
工
事
に
つ
い
て
|
』
(
長
野
県
土
木
部
・
一
九
六
七
)

『
災
害
の
記
録
|
昭
和
田
三
年
八
月
発
生
前
線
豪
雨
お
よ
び
台
風
一

O
号
災
害
』
(
長
野
県
下
伊
那
地
方
事
務
所
編
・
一
九
六
八
)

『
災
害
を
こ
え
て
|
昭
和
三
四
年
の
台
風
を
中
心
と
し
て
|
』
(
長
野
県
総
務
部
文
書
広
報
課
・
一
九
七

O
)

(
長
野
地
方
気
象
台
編
・
一
九
七
一
)

『
昭
和
三
六
年
梅
雨
前
線
豪
雨
概
報
|
昭
和
三
六
年
六
月
二
三
日
か
ら
七
月
一
日
ま
で
の
長
野
県
下
の
豪
雨
に
つ
い
て
|
』

三
沢
弥
太
郎
「
諏
訪
湖
の
氾
濫
と
天
竜
川
通
船
」
(
第
三
次
『
信
濃
』
第
二
三
巻
一
号
・
・
一
九
七
一
)

『
昭
和
三
六
年
六
月
梅
雨
前
線
豪
雨
に
よ
る
県
下
の
被
害
と
復
旧
状
況
』
(
長
野
県
土
木
部
企
画
調
査
課
防
災
企
画
室
編
・
一
九
七
二
)

『
梅
雨
前
線
豪
雨
災
害
を
顧
み
て
』
(
長
野
県
社
会
部
・
一
九
七
二
)

『
集
中
豪
雨
災
害
報
告
』
(
上
伊
那
郡
辰
野
町
川
島
小
学
校
・
一
九
七
三
)

『
東
天
竜
』
(
朝
日
土
地
改
良
区
編

上
伊
那
郡
辰
野
町
・
一
九
七
三
)

『
天
竜
川
上
流
崩
壊
地
調
査
報
告
書
』
そ
の
一
、
そ
の
二
(
建
設
省
天
竜
川
上
流
工
事
事
務
所
編
・
一
九
七
四
)

建
設
省
天
龍
川
工
事
事
務
所
編
『
天
龍
川
史
料
』
(
建
設
省
天
龍
川
事
務
所
・
一
九
七
七
)

飯
田
市
役
所
建
設
部
都
市
計
画
課
編
『
復
興
の
あ
ゆ
み
』
(
飯
田
市
・
一
九
七
九
)



昭
和
三
六
年
災
害
二

O
周
年
記
念
行
事
実
行
委
員
会
出
版
部
会
編
『
語
り
継
ぐ
災
害
の
記
録
』
(
一
九
八
一
年
六
月
)

武
『
伊
久
間
地
先
に
於
け
る
天
竜
川
の
変
選
』
(
建
設
省
中
部
地
方
建
設
局
天
竜
川
上
流
工
事
事
務
所
・
一
九
八
六
)

唐
沢
和
雄
『
川
筋
の
変
遷
|
天
竜
と
三
峯
川
の
場
合

l
』
(
建
設
省
中
部
地
方
建
設
局
天
竜
川
上
流
工
事
事
務
所
・
一
九
八
八
)

松
沢(

全
国
的
な
も
の
)

小
鹿
島
果
編
『
日
本
災
異
志
』
(
一
八
九
三
、
五
月
書
房
・
一
九
八
二
復
刻
)

荒
川
・
大
隅
・
田
村
編
『
日
本
越
霧
雨
史
料
』
(
一
九
六
四
)

山
本
武
夫
『
気
候
の
語
る
日
本
の
歴
史
』
(
そ
し
え
て
・
一
九
七
六
)

菊
池
万
雄
編
『
日
本
の
風
土
と
災
害
』
(
古
今
書
院
・
一
九
八
七
)

付

記

本
書
は
平
成
二
年
度
か
ら
四
年
度
ま
で
、
「
災
害
多
発
地
帯
の
『
災
害
文
化
』
に
関
す
る
研
究
」
(
代
表
者
・
首
藤
伸
夫
)
の
題
で
交
付
を
受

け
た
科
学
研
究
費
重
点
領
域
の
分
担
成
果
の
一
部
で
す
。
関
係
者
の
皆
様
に
御
礼
を
・
申
し
上
げ
ま
す
。
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